
庄原市制施行 10 周年記念式典・庄原いちばん 10th フェ
スティバルが 10 月 11 日、国営備北丘陵公園大芝生広場
特設会場で開催。（関連記事２～３ページ）
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し　21_庄原市フォークダンス協会　23_ フェスティバルを楽しむ親子

　

10
月
11
日
、国
営
備
北
丘
陵
公
園

で
、庄
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式

典
、庄
原
い
ち
ば
ん
10　

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、庄
原
み
の
り
の
祭
典
21

と
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
が
す
が
し
い
秋
空
の
も
と
、式

典
に
訪
れ
た
人
は
約
８
０
０
人
。公

園
に
は
約
１
万
８
千
人
が
来
園
し
、

合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
た
庄
原

市
の
一
体
感
を
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し

や
出
店
を
通
じ
て
味
わ
い
ま
し
た
。

　

未
来
の
庄
原
市
で
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、今
、大
人
に
何
が
で

き
る
の
か
―
。市
民
全
体
で
考
え
る

機
運
が
高
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

庄
原
い
ち
ば
ん

th 10
周
年
記
念
式
典

庄
原
市
制
施
行庄

原
市
市
民
憲
章

　

わ
た
し
た
ち
の
庄
原
市
は
、比
婆

の
山
々
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然

と
、先
人
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て

築
き
上
げ
ら
れ
た
歴
史
と
文
化
を

も
つ
ま
ち
で
す
。こ
う
し
た
ふ
る
さ

と
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、元
気

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
る
た
め
に
、こ
の
市
民
憲
章
を
定

め
ま
す
。

一
、健
康
な
か
ら
だ
と　

豊
か
な
こ

　

こ
ろ
を　

育は
ぐ
く

み
ま
す
。

一
、ふ
る
さ
と
を
愛
し　

さ
と
や
ま

　

の
自
然
を　

守
り
ま
す
。

一
、ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
を　

　

学
び
伝
え
て
い
き
ま
す
。

一
、い
の
ち
と
き
ず
な
を
大
切
に　

　

笑
顔
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

一
、働
く
こ
と
を
喜
び
と
し　

活
力

　

あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。　
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つ
な
が
っ
た
レ
ー
ル

芸
備
鉄
道
と
国
鉄
三
神
線

　　

現
在
、
広
島
駅
か
ら
岡
山
県
の

備
中
神
代
駅（
新
見
市
）ま
で
、
総

延
長
１
５
９・１
㌔
を
結
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
。
大
正
４
年
４
月
28

日
に
私
鉄
の
芸
備
鉄
道
と
し
て
開

業
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時

は
広
島
駅
か
ら
東
に
５
０
０
㍍
離

れ
た
場
所
に
あ
っ
た
東
広
島
駅
が

起
点
で
、
志
和
地
駅
ま
で
の
59
㌔

で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
６

月
１
日
に
三
次（
現
西
三
次
）駅
ま

で
延
長
さ
れ
、
66
・７
㌔
で
の
全
線

営
業
が
開
始
。
三
次
駅
か
ら
庄
原

方
面
に
向
け
て
は
、
大
正
11
年
６

月
７
日
に
三
次
―
塩
町（
現
神
杉
）

間
が
、
同
年
12
月
８
日
に
は
塩
町

―
備
後
庄
原
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
延
伸
と
は
別
に
、
鉄
道
省

に
よ
っ
て
備
中
神
代
駅
を
起
点
に

し
た
国
鉄
三
神
線
の
建
設
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
５
年
２
月
10

日
に
矢
神
駅
ま
で
、
同
年
11
月
25

日
に
は
東
城
駅
ま
で
が
開
業
し
ま

し
た
。

　

別
々
に
建
設
が
進
め
ら
れ
た
芸

備
鉄
道
と
国
鉄
三
神
線
で
し
た
が
、

開
業
か
ら
１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
芸
備
線
。

か
つ
て
は
多
く
の
乗
客
と
物
資
を
運
び
、
備
北
地
域
の

繁
栄
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
っ
て
、
芸
備
線
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

に
走
っ
て
い
た
列
車
が
、
も
し
か
す
る
と
当
た
り
前
で
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
―
。

こ
の
節
目
に
、
芸
備
線
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

た
が
、
道
路
整
備
が
急
速
に
進
み
、

鉄
道
に
影
響
を
与
え
始
め
ま
し
た
。

豊
か
に
な
る
に
つ
れ
自
家
用
車
の

普
及
も
進
み
、
昭
和
50
年
代
に
入

る
と
、
そ
れ
が
特
に
顕
著
に
な
り

ま
し
た
。

　

高
速
道
路
の
整
備
も
乗
客
を
減

ら
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
が
台
頭
し
、
利
用
者
の

低
迷
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

国
鉄
民
営
化
後
も
厳
し
い
経
営

は
続
き
ま
し
た
。
乗
務
員
の
ワ
ン

マ
ン
化
な
ど
経
営
努
力
を
進
め
る

も
、
全
国
的
に
経
営
難
に
陥
る
路

線
、
私
鉄
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

芸
備
線
も
乗
客
減
の
流
れ
は
止

め
ら
れ
ず
、
快
速
列
車
の
廃
止
、

減
便
、
駅
の
無
人
化
が
進
め
ら
れ
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

島
―
米
子
間
に
木
次
線
経
由
の
週

末
快
速「
ち
ど
り
」が
運
転
を
開
始
。

翌
年
10
月
9
日
か
ら
は
毎
日
1
便

運
行
さ
れ
、
以
後
、
陰
陽
連
絡
列

車
が
一
日
に
4
往
復
に
ま
で
増
加

す
る
な
ど
、
芸
備
線
は
一
時
代
を

築
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
鉄
道
は
、
大
量
物
資
の

輸
送
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
日

本
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
ま
し
た
。
広
島
県
北
地
域
一
帯

は
、
農
林
産
物
の
一
大
産
地
と
し

て
重
宝
さ
れ
、
大
消
費
地
を
結
ぶ

山
陽
線
に
つ
な
が
る
広
島
ま
で
大

量
輸
送
で
き
る
芸
備
線
は
、
高
度

成
長
期
を
支
え
る
動
脈
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
増
便
か
ら
減
便
へ

　

高
度
成
長
を
支
え
た
鉄
道
で
し

歴
史
を
刻
む
芸
備
線

列車に乗り込む多くの人（東城駅：昭和48年6月撮影） ゆっくりと高駅に入線するディーゼルカー

●芸備線の主な歩み
1912（明治45）年４月30日	 芸備鉄道株式会社設立
1915（大正４）年４月28日	 東広島―志和地間開業
1915（大正４）年６月１日	 志和地―三次（現西三次）間開業
1920（大正９）年７月15日	 東広島―広島間開業
1922（大正11）年６月７日	 三次―塩町（現神杉）間開業
1923（大正12）年12月８日	 塩町―備後庄原間開通
1930（昭和５）年２月10日	 三神線備中神代―矢神開業
1930（昭和５）年11月25日	 矢神―東城開業
1933（昭和８）年６月１日	 十日市（現三次）―備後庄原間が国有化し
　　　　　　　　　　　	 庄原線となる
1934（昭和９）年３月15日	 備後庄原―備後西城間開業
1935（昭和10）年６月15日	 東城～小奴可間開業
1935（昭和10）年12月20日	 備後西城―備後落合駅間開業
1936（昭和11）年10月10日	 小奴可―備後落合駅間が開業し、三神線
　　　　　　　　　　　	 が全通。現在の芸備線区間が全通
1937（昭和12）年７月１日	 広島―備後十日市（現三次）が国有化し、
　　　　　　　　　　　	 備中神代―広島間が芸備線に改称
1953（昭和28）年10月31日	 広島―米子間に木次線経由の週末快速　
　　　　　　　　　　　	 「ちどり」運転開始
1962（昭和37）年３月15日	 準急しらぎり、たいしゃく運転開始
1971（昭和46）年３月25日	 SL（蒸気機関車）廃止
1987（昭和62）年４月１日	 国鉄民営化でJR西日本が路線継承
1990（平成２）年３月10日	 急行ちどり木次線乗り入れ廃止
1991（平成３）年４月１日	 一部でワンマン運転開始
2002（平成14）年３月23日	 急行ちどり、たいしゃく廃止

　自動車が高価で手が届かない
時代、芸備線の列車は私たちの
夢をも乗せて走っていました。
往時には、みんなが芸備線に乗
り、どの駅も活気にあふれてい
ました。私も随分お世話になり
ました。自動車社会になってか
ら利用客の激減で、運行される
便数も減り寂しくなりました
が、芸備線は単なる移動手段と
してではなく、地域の魅力を高
める資源としての側面もありま
す。芸備線の魅力は何と言って
も、車窓から眺める景色のすば
らしさです。ゆっくりと、そして
時に軽快に線路を走る姿も印象
的です。列車が奏でる音、心地よ
い揺れが、読書をするにも最高
です。皆さんにもそれを味わっ
てほしいですね。

芸
備
線
の
魅
力
に

触
れ
て
く
だ
さ
い

武 田 祐 三さん

ＪＲ芸備線沿線の魅力を記した「芸
備線中国山地の沿線物語」を出版。高
町在住。

経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
芸
備
鉄
道

が
昭
和
８
年
６
月
１
日
、
十
日
市

（
現
三
次
）駅
―
備
後
庄
原
駅
間
を

国
に
売
却
し
た
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の

転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

以
後
、
備
後
庄
原
駅
か
ら
備
後

西
城
駅
へ
は
昭
和
９
年
３
月
15
日
、

備
後
落
合
駅
ま
で
が
昭
和
10
年
12

月
20
日
に
開
業
。
三
神
線
は
昭
和

10
年
６
月
15
日
に
小
奴
可
駅
ま
で
、

翌
年
10
月
10
日
に
は
備
後
落
合
駅

ま
で
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
延
び
て
き
た
レ
ー

ル
が
１
本
に
つ
な
が
り
、
現
在
の

芸
備
線
が
完
成
し
ま
し
た
。

備
北
地
域
を
潤
す
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

短
時
間
で
目
的
地
に
移
動
で
き

る
鉄
道
は
、
人
々
の
生
活
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
駅
は
多
く
の
人
が
行
き
交
い
、

駅
周
辺
は
飲
食
店
や
商
店
が
並
ぶ

な
ど
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
芸
備
線
沿
線
も
同
様
で

し
た
。
往
時
を
知
る
だ
れ
も
が「
昔

は
、
ど
の
駅
も
人
が
あ
ふ
れ
、
す

ご
く
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。

　

昭
和
28
年
10
月
31
日
に
は
、
広

芸
備
線
の
あ
る
風
景

― 

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
レ
ー
ル 

―

特集

参
考
文
献
：
芸
備
線
米
寿
の
軌
跡（
靑
文
社
）、げ
い
び

グ
ラ
フ
第
１
３
０
号（
同
）、資
料
で
見
る
広
島
県
の
鉄

道
の
あ
ゆ
み（
広
島
県
立
文
書
館
）、芸
備
線
中
国
山
地

の
沿
線
物
語（
著
：
武
田
祐
三
／
シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
）

写
真
提
供
：
山
岡
亮
治
・
清
原
正
明

山沿いを進む（比婆山―備後落合間）
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備
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庄
原
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後
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ノ
内

七
塚

道
後
山

内
名

備
後
八
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落
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⑥ ⑦
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⑬
⑭

思
い
出
を
乗
せ
た
芸
備
線

　

芸
備
線
の
庄
原
市
内
の
区
間
は
60
キ
ロ
余
り
で
14
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
に
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
心
に
芸
備
線
の
あ
る
風
景
が

残
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
風
景
を
さ
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山ノ内駅
　大正13 年９
月20日、芸備鉄
道が庄原まで
延伸した翌年に
開業しました。
駅前には、市内

では最も歴史の古い駅の一つです。駅前
には商店や雑貨屋もあります。庄原方面
へは国道と並走しますが、視点が高く、広
い車窓からは、車とは違うダイナミックな
風景を楽しむことができます。

備後落合駅
　「秘境駅」と
して鉄道ファ
ンの間で全国
にその名を知
られ、多くの
人が訪れてい

ます。木次線との接続もあるため、かつ
ては多くの旅客で賑わい、大勢の職員が
勤務していましたが、今は無人駅となっ
ています。広い構内には、随所に往時を
偲ばせる構造物が残っています。ホーム
に立って感じる独特の愁いが、この駅が
人を引き付ける理由なのかもしれませ
ん。道後山駅との間にはおよそ150メー
トルの標高差があり、西日本有数の高さ
を持つ「第一小鳥原橋梁」を含む３つの
鉄橋があるなど、芸備線のハイライトと
呼ぶにふさわしい区間です。 市内沿線物語

芸備線のうち、庄原市内の路線と駅。
※備後落合駅から油木に向けては木次線。

三次方面へ

新見方面へ

七塚駅
　市内では備
後庄原と並び
最も歴史の古
い駅で、七塚原
高原や国営備
北丘陵公園の

入り口として、かつては駅から歩く人も
多く見られました。七塚駅のホームに立
つと、まっすぐに伸びる線路が美しく、印
象に残ります。

片岡義之さん
　古里の風景と言え
ば、「 芸 備 線 」と「桜の
花」をイメージします。
地元を離れたときに
は、いつも生まれ育っ

た古里の風景を自慢していました。

備後庄原駅
　大正12 年の
開業以降、全面
的な建て替えが
行われたことは
無く、開業当時
のままの木造駅

舎ですが、駅舎の一部が子育て支援セン
ターとして利用されるなど、時代と共に改
修が重ねられています。駅前の土地区画
整理事業も進み、住民組織による「駅前
フェスタ」などのイベントも行われていま
す。庄原の玄関口として、これから新たな
歴史を刻んでいきます。

平子駅
　昭和27 年２
月１日、地元の
請願により新設
されました。市
内では２番目に
新しい駅になり

ますが、駅舎は二代目です。備後西城まで
の区間では、西城川に沿った桜並木を車
窓から楽しむこともできます。

内名駅
　昭和 30 年
７月20日の開
業から、今年
で 60 周年を
迎えた内名
駅。いわゆる

「秘境駅」としても有名です。地域住
民でない方にとっては、鉄道でなけれ
ばなかなか通ることの無い場所かもし
れませんが、それが「秘境駅」として
の人気につながっているようです。

備後八幡駅
　東城～小奴
可間の延伸に
合わせて開業
しました。付
近には、かつ
て存在した帝

国製鉄の工場に向かって延びていたト
ロッコの鉄橋が残り、鉄どころとして栄
えた沿線の歴史を今に伝えています。

備後三日市駅
　昭和５年４
月25日に開業
しました。小さ
な坂を上った先
に、ホームと小
さな待合室がひ

とつ。ここだけの時間が流れているよう
な気がする、庄原の隠れた名所です。

道後山駅
　道後山駅は
標高600 メー
トルを超え、
芸備線の駅
では最も高
くに位置し

ています。昭和11年11月21日、前月に
小奴可～備後落合間が開業し、現在
の芸備線が全通した直後に開業しま
した。７キロほど離れた道後山には
県内で最初に開業したスキー場があ
り、昭和13年に当時の鉄道省が「国鉄
山の家」を建設。往時には道後山駅か
らスキー板をかついで道後山へ向か
う利用客が多く見られたそうです。

備後西城駅
　市内の芸備
線の駅では備
後庄原駅に次
いで利用が多
く、今ではす
っかり減って

しまった対面式のホームも現役で使用
されています。駅舎には美容院や観光協
会の事務所があり、今でも人の手から切
符を買うことができます。駅前にはＳＬ
の動輪が置かれており、芸備線と時代を
共にしてきた西城町の歴史が垣間見え
る空間となっています。

安原　克さん
　教員時代に「西城
はまちなかを列車が
走り、雰囲気があっ
ていい町ですね」と
声をかけられること

が多くありました。住んでいる私自身、
その当時「そうなのかぁ」とどこか他人
事のようでもありましたが、旅館業を
営むようになり、改めてその良さを感
じるようになりました。懐かしい町並
み、西城川、そして芸備線が合わさる
情景は、よそにはないオンリーワンの
魅力があります。東城駅

　東城駅は、
当時の国鉄三
神線の一部と
して昭和５年
11月25日に開
業しました。

開業時は新見から伸びてきた線路の終
点で、東城駅周辺は大変なにぎわいだ
ったといいます。駅の北側には広い鉄
道用地と引込み線が残り、地域の中心
駅であったことがよく分かります。ホー
ムにはかつて走った急行の案内表示が
うっすらと残り、往時を偲ばせます。

小田綾子さん
　　惠子さん
　当時から駅前でお
店をしています。花火
や祭りがあれば駅か
らものすごい人が出

てきて、お店に寄ってくださる人も多
く、懐かしい思い出です。母は高島田を
結い、花嫁衣裳で比婆山駅から汽車で
東城駅に来て、多くの人から祝福を受
けたようです。平成17年末から６年半
ほど委託を受けて切符を売りました。
振り返ると芸備線との縁を感じます
ね。

比婆山駅
　備後西城～
備後落合の延
伸にあわせ、
昭和10年12月
20日に「備後
熊野駅」とし

て開業しました。かつては多くの参拝
者が訪れていた熊野神社の玄関口とし
て、社殿を模した特徴的な駅舎を有し
ています。駅前の記念碑は開業に尽力
した地元の人々の熱意を今に伝えてい
ます。

竹内聖子さん
　駅をきれいにした
いという思いから、地
域の方と駅舎周辺を
花で飾りはじめて15
年になります。また、私

は５年前から美古登郵便局で、さとやま
オープンガーデンにも参加し、芸備線
で見に来てくださる方もいらっしゃい
ます。見送る際に、列車に向け手を振る
と、皆さん笑顔で手を振り返してくださ
います。こうしたふれあいも芸備線の魅
力です。

高駅
　当時の国鉄
庄原線が備後
西城まで延伸
される際に開
業しました。高
駅の前後は、標

高差も少なく見通しが良いところが多
いため、軽快に流れる車窓が心地よい区
間です。

定光　伸さん
　　美保子さん
　近くに牛を祀った神
社があり、芸備線を利
用してお参りに訪れる
人が多かったです。駅

前で商店をしていますが、毎月行われる
祭には供え物をよく買いに寄ってくださ
っていました。現在、私たち２人で駅舎の
掃除や草取り、花を植えるなどして駅の
美化活動を行っています。

小奴可駅
　猫山をバッ
クにディーゼ
ルカーが行き
来する景色が
美しい小奴可
駅。簡易委託

駅となっており、切符を買うことができ
ます。駅前には商店もあり、地域の中心
として機能してきた歴史を感じること
ができます。

林　嘉啓さん
　小学生の頃はSL
が全盛で、駅の見学
で訪れた際に、石炭
をくべたり、運転席に
座ったりさせてもら

ったのを覚えています。秋になると駅の
ホームには各地に発送するりんごのケ
ースが山積みで、広島や岡山からりん
ご狩りの貸切列車も運行されるなど、
とてもにぎわっていました。
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盛原元紀くん
西城紫水高３年
いつも利用している駅な
ので、恩返しのつもりで
少しでもきれいにしたい
と取り組んでいます。

瀬尾稜那さん
東城高２年

私たちの活動で、町内が
少しでもきれいになれ
ば、うれしいです。 東城高

西城紫水高

おでんうどん　
平成２年まで備
後 落 合 駅 で 販
売。閉店後は、同
駅から西へ約１

キロにある「ドライブインおちあい」が
味を受け継ぎ、販売を続けています。お
でんの具が３つ入るのが特徴。自家製
トウガラシを付けていただきます。腰
のあるうどん、だしは化学調味料無添
加。９月～翌年５月までの期間限定。

駅前を盛り上げます
　駅舎の中にたたずむと何かホッとする備後庄原駅
は、全国に残る数少ない木造駅舎の中でも大きな建
物の一つで、将来は産業遺産となるように残してい
きたいと考えています。ぜひ一度訪れてみてくださ
い。このイベントを継続して、国営備北丘陵公園など
市内の観光地への「花と緑の玄関口」になればと思
っています。
　イベントに協力いただいている皆さんは、それぞ
れの視点で自由に駅を盛り上げてくださっていま
す。今後もさまざまな仕掛けをしていきたいと考え
ています。市民の皆さんからのアイデアもお待ちし
ています。

右・松本　梢さん・うららちゃん
　子どもと一緒に楽しめるので、毎
回来ています。出店するお店も増え
てきて、駅前がにぎやかになってき
たと感じます。
左・角谷　啓子さん・綾音ちゃん
　初めて来ましたが、とてもいいイ
ベントですね。芸備線に乗れるイベ
ントもあれば、もっと楽しめると思
います。

芸
備
線
が
つ
な
ぐ
も
の

　

愛
着
は
あ
る
も
、
乗
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
芸
備
線
。
こ
の
ま
ま
利
用

者
が
増
え
な
け
れ
ば
、「
廃
止
」
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
と
に
か
く
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
か
ら
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
利
用
者
が
増
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
思
い
で
芸
備
線
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
市

内
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

田
森
自
治
振
興
区
が

内
名
駅
開
業
60
周
年
を
祝
う

　

７
月
20
日
で
開
業
60
年
を
迎
え

た
内
名
駅
。
こ
の
節
目
を
祝
う
行

事
が
10
月
４
日
、
田
森
自
治
振
興

区
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
自
治
振
興
区
で
は
、
内
名
駅

の
開
設
に
尽
力
し
た
先
人
を
顕
彰

し
、
地
域
を
守
り
育
て
て
い
く
新

た
な
契
機
に
し
よ
う
と
記
念
事
業

を
企
画
。記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

列
車
の
体
験
乗
車
や
乗
務
員
へ
の

花
束
贈
呈
、
記
念
植
樹
な
ど
が
行

わ
れ
、
地
域
住
民
と
共
に
節
目
の

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
を
ど
う
に
か
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
」。

の
世
代
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く

こ
と
。
地
域
を
大
事
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
強
く

願
い
ま
す
。

　

内
名
駅
と
芸
備
線
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
を
見
つ
め
る
機
会
を
得

た
今
回
の
行
事
。
そ
の
様
子
は
、

振
興
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
・
発
信
し
て
い
ま
す
。鉄
道
フ
ァ

ン
か
ら
は
秘
境
駅
と
し
て
知
ら
れ

る
内
名
駅
。「
こ
れ
を
契
機
に
一

人
で
も
二
人
で
も
、
内
名
駅
を
訪

ね
て
き
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

地
元
有
志
が
備
後
落
合
駅
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

　

西
城
町
に
あ
る
備
後
落
合
駅

も
、
12
月
20
日
で
開
業
80
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目

の
日
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
企
画

を
練
っ
て
い
る
地
元
の
グ
ル
ー
プ

が
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
75
周
年
の
際

に
も
備
後
落
合
駅
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
同
駅
の
売
店

で
売
ら
れ
て
い
た
「
お
で
ん
う
ど

ん
」
を
再
現
し
、
来
訪
者
に
振
る

舞
い
ま
し
た
。

　
「
反
響
が
す
ご
く
、
庄
原
市
内

の
多
く
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
で
ん
う
ど
ん

～
気
持
ち
の
い
い
駅
に
～

各
駅
で
広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

駅
は
人
が
ま
ち
へ
降
り
立
つ

玄
関
口
。
駅
に
よ
っ
て
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
駅
を
き
れ
い
に
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

七
塚
ア
ナ
ノ
コ
会
が

七
塚
駅
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
へ
の
玄

関
口
と
し
て
利
用
さ
れ
る
七
塚

駅
。
地
元
老
人
会
の
七
塚
ア
ナ

ノ
コ
会
は
、
公
園
へ
つ
な
が
る
駅

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

駅
の
構
内
や
周
辺
に
花
を
植
え

て
い
ま
す
。
年
３
回
季
節
の
花

を
植
え
替
え
、
年
間
を
通
じ
て

花
で
駅
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

西
城
紫
水
高
・
東
城
高
の
生
徒

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

西
城
紫
水
高
で
は
年
に
４
回

ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て
備
後
西

城
駅
の
駅
舎
や
周
辺
を
清
掃
。

東
城
高
で
も
東
城
応
援
隊
と
し

て
年
２
回
、
東
城
駅
や
町
内
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
生
徒
た
ち
が
地

域
の
こ
と
を
知
る
よ
い
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
こ
の
駅
を
利
用
し
て
い
た
人

に
と
っ
て
思
い
出
の
味
で
あ
り
、

強
く
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
ん

で
す
」。
代
表
の
今
村
俊
洋
さ
ん

は
熱
い
ま
な
ざ
し
で
続
け
ま
す
。

「
ぜ
ひ
今
回
も
、
お
で
ん
う
ど
ん

を
再
現
し
、
皆
さ
ん
に
懐
か
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」。

　

当
日
は
、
参
加
者
と
一
緒
に
駅

舎
や
構
内
を
清
掃
し
、
芸
備
線
に

ま
つ
わ
る
懐
か
し
い
写
真
も
展
示

す
る
予
定
で
す
。

　
「
備
後
落
合
駅
を
記
憶
と
し
て

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
。
小
さ

な
取
り
組
み
で
す
が
、
芸
備
線
に

乗
る
き
っ
か
け
を
少
し
で
も
つ
く

る
こ
と
で
、
芸
備
線
の
あ
る
風
景

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
」と
メ
ン

バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

そ
う
語
る
の
は
、
田
森
自
治
振

興
区
事
務
局
長
の
今
岡
良
道
さ

ん
。
駅
名
の
由
来
と
な
っ
た
内
名

地
区
は
、
東
城
町
竹
森
地
域
の
中

で
も
特
に
過
疎
・
高
齢
化
が
著
し

く
、
現
在
あ
る
７
世
帯
の
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
世
帯
。
現
在
、
駅
を
通

過
す
る
便
数
は
３
往
復
と
少
な

く
、
乗
降
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
往
時
を
知
る
人
も
減
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
こ
の
ま
ま

内
名
駅
が
も
し
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域

に
と
っ
て
損
失
だ
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
地
元
に
あ
る
駅
が
知

ら
ぬ
間
に
で
き
て
、
無
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
の
で
は
余
り
に
も
寂

し
く
、
そ
れ
で
は
地
域
を
愛
す
る

気
持
ち
も
育
た
な
い
。
そ
ん
な
気

持
ち
か
ら
、「
内
名
駅
が
で
き
た

経
緯
や
歴
史
を
我
々
が
知
り
、
次

ま
ち
づ
く
り
に
芸
備
線
を
活
用

お
っ
！
駅
前
フ
ェ
ス
タ

　

平
成
25
年
か
ら
備
後
庄
原
駅
前

で
始
ま
っ
た
「
お
っ
！
駅
前
フ
ェ

ス
タ
」。
駅
前
の
再
開
発
に
あ
わ

せ
、
事
業
者
や
地
元
関
係
者
、
行

政
な
ど
で
つ
く
る
「
庄
原
駅
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
発

足
し
、
駅
前
周
辺
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
の
開
業
か
ら
そ
の
姿

を
変
え
て
い
な
い
備
後
庄
原
駅
。

そ
の
駅
舎
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま

で
蓄
音
機
や
地
元
吹
奏
楽
団
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
カ

フ
ェ
を
開
い
た
り
し
て
、
話
題
を

集
め
て
い
ま
す
。
駅
前
の
広
場
や

空
き
店
舗
は
出
店
で
埋
ま
り
、
普

段
ま
ば
ら
な
駅
前
が
、
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
会
長
の
西
田
学
さ
ん

は
「
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
る
昭
和

の
時
代
に
大
事
に
し
て
来
た
も
の

を
、
芸
備
線
は
思
い
起
こ
さ
せ
て

く
れ
る
存
在
。
い
つ
ま
で
も
残
し

た
い
風
景
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

再
開
発
が
完
了
す
る
の
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
平

成
32
年
の
予
定
で
す
。「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
続
け
、駅
の
利
用
者
増

と
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
」と
力
を
込
め
ま
す
。

内名駅にようこそ！と書いた手作りの旗を作り、
笑顔で列車を迎える地域の皆さん。

記念イベントに向け話し合うメンバー 運転士に花束を手渡し、到着を喜ぶ

庄原駅周辺地区
まちづくり協議会会長

西田　学さん

田
森
自
治
振
興
区

事
務
局
長

今
岡　

良
道
さ
ん
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地
域
資
源
と
し
て
の
魅
力
度

芸
備
線
に
乗
ろ
う
！

ゆ
っ
く
り
、の
ん
び
り
、芸
備
線
の
旅

　

鉄
道
は
交
通
機
関
で
す
が
、
観
光
資
源
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。
乗

り
鉄
、
撮
り
鉄
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
フ
ァ
ン
が
存
在
し
、
臨
時
列
車
の
運
行
や

現
役
車
両
の
引
退
な
ど
、
鉄
道
の
話
題
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
多
く
の
フ
ァ
ン

が
集
ま
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
目
か
ら
見
た
芸
備
線
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
。
鉄

道
の
風
景
を
撮
り
続
け
て
き
た
広
島
市
在
住
の
山
岡
亮
治
さ
ん
に
、
芸
備
線

の
魅
力
と
と
も
に
、
今
後
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
やまおか

岡　亮
りょうじ

治さん

兵庫県明石市出身、44 歳。
週末になると鉄道のある
風景を求めて中国地方各
地のローカル線に足を伸
ばす。開設しているブログ

「ローカル鉄道散歩」では、
撮りためた鉄道写真を毎
日掲載。中でも芸備線沿線
の写真が最も多く掲載さ
れている。

　

こ
の
エ
リ
ア
の
最
大
の
魅
力
は
、

四
季
の
色
彩
が
鮮
や
か
で
、
景
観

が
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
標
高

が
高
く
、
寒
暖
の
差
も
大
き
い
か

ら
で
し
ょ
う
。
春
は
桜
に
新
緑
、

夏
は
青
々
と
し
た
田
園
、
秋
は
紅

葉
、
冬
は
雪
景
色
と
、
四
季
を
通

じ
て
沿
線
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
、

つ
い
足
が
向
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
風
景
と
芸
備
線
が
溶
け
合
う
場

面
は
、こ
こ
で
し
か
出
会
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
外
か
ら
見
て
い
る
の
で
、

　
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
普
段
乗
る
機
会
が
な
い
」と
い
う
方
も
多
い

は
ず
。
そ
ん
な
方
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
を
ご
提
案
。「
今
日
は
時
間

が
あ
る
な
ぁ
」と
思
っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
駅
に
向
か
っ
て
み
よ
う
。

　

備
後
落
合
駅
で
は
、
1
日
に

一
度
だ
け
、
芸
備
線
双
方
向
と

木
次
線
か
ら
の
列
車
３
両
が
同

時
に
見
ら
れ
る
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
時
刻
表
を
片
手
に
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

良
く
見
え
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

風
景
を
日
常
的
に
見
ら
れ
る
場
所

に
皆
さ
ん
は
住
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
に
、
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

三
江
線
の
廃
止
方
針
の
報
道
が

流
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
要
因
は
、

利
用
が
少
な
い
こ
と
。
も
と
も
と

利
用
が
少
な
い
路
線
で
し
た
が
、

少
子
化
、
過
疎
化
が
利
用
減
に
拍

車
を
か
け
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
交
通
と
し
て
の
利
用
が
維

持
で
き
な
け
れ
ば
、
芸
備
線
も
同

じ
路
を
歩
む
可
能
性
は
否
定
で
き

　

広
島
市
内
に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
業
25
周
年
記
念
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、会
員
を
対
象
に
し

た
芸
備
線
１
０
０
周
年
共
同
企
画
を

提
案
し
た
上
原
恭
子
さ
ん
。10
月
31
日

実
施
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
約
50
人

が
、広
島
駅
か
ら
貸
し
切
り
列
車
で
備

後
落
合
駅
ま
で
乗
り
、貸
し
切
り
バ
ス

も
組
み
合
わ
せ
、列
車
の
車
窓

か
ら
秋
の
景
色
と
庄
原
市
内

の
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

上
原
さ
ん
は
「
中
国
や
ま

な
み
街
道
が
で
き
て
、
国
道

１
８
３
号
沿
線
の
通
行
が
減

り
、
寂
し
く
感
じ
て
い
た
の

で
、特
別
列
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
で
、参
加
者
と
沿
線
の
方
々

も
〝
お
も
て
な
し
地
域
Ｐ
Ｒ
〟

と
共
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

と
思
っ
た
」と
そ
の
意
図
を
語

り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

役
目
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

鉄
道
を
、
観
光
列
車
と
し
て

利
用
し
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
思
い
か
ら
、市
民
や
関
係
者
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
、こ
の
企
画
を
進

め
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
か
ら
は
色
ん
な

ア
イ
デ
ア
が
持
ち
込
ま
れ
、「
今
回
の

ツ
ア
ー
で
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
で
き
た
。こ
れ
も
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
」と
感

謝
し
ま
す
。

　

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
う
条
件
で
し
た
が
、芸
備
線
の

魅
力
が
少
し
で
も
伝
わ
る
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
ま
し
た
。今
後
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
々
を

募
集
し
、観
光
協
会
や
駅
沿
線
の
方
々

と
連
携
を
図
り
、芸
備
線
の
旅
の
良
さ

を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
多
く
の
人
と
一

緒
に
味
わ
い
た
い
。次
は
桜
の
季
節
に

計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ま
せ
ん
。
今
後
、
利
用
者
が
劇
的

に
増
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も
乗

客
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
芸
備
線
を
利
用
で
き
る
よ
う

な
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

今
バ
ス
で
通
っ
て
い
る
人
に
芸
備

線
へ
の
切
り
替
え
を
促
し
た
り
、

バ
ス
か
ら
芸
備
線
へ
乗
り
継
ぎ
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
な
ど
。
ま

た
、
乗
り
た
く
な
る
仕
掛
け
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

庄
原
市
で
は
カ
ー
プ
応
援
隊
が

毎
試
合
応
援
に
行
か
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
際
に
月
に
一
度
で
も
い
い

の
で
、
芸
備
線
を
利
用
す
る
と
い

う
の
も
案
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
と
は
、“
芸
備
線
は
こ
ん
な
に

も
魅
力
的
だ
っ
た
ん
だ
”
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
宣
伝
活
動
で
す
ね
。

例
え
ば
、
列
車
で
旅
す
る
と
き
の

醍
醐
味
は
、
車
窓
の
風
景
を
見
る

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
存
分
に
堪

能
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
も
っ

と
発
信
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し
発
信
し
、

芸
備
線
の
魅
力
を
知
る
人
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
の
一
つ
一
つ
を
積
み
重
ね
て
い

け
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
鉄
道
の
賑

わ
い
が
取
り
戻
せ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

取
材
を
終
え
て

　

芸
備
線
１
０
０
周
年
。

沿
線
で
は
記
念
行
事
も
行

わ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

が
こ
れ
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
た
だ
、
庄
原
市
は
そ

の
対
象
区
間
に
か
か
っ
て

い
な
い
た
め
、
あ
ま
り
触

れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

同
じ
芸
備
線
で
も
、
ど
こ

か
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
芸
備
線
に
つ
い

て
多
く
の
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
、
よ
く
聞
い
て
く

れ
た
と
ば
か
り
に
、
往
時

の
に
ぎ
わ
い
や
子
ど
も
の

頃
の
思
い
出
を
熱
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
鉄
道
は
町
と
町

を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、

時
代
を
超
え
、
人
と
人
、

心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
だ
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
芸
備

線
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

の
古
里
の
風
景
そ
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
風
景
を
残
し
て
い
く

こ
と
が
、
古
里
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
。

そ
し
て
未
来
に
つ
な
が
る
そ

の
切
符
は
、
こ
こ
に
住
む
私

た
ち
が
握
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
末
は
芸
備
線
で
紅

葉
狩
り
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

芸備線を素材にしたツアーを企画・提案

芸備線を活用したツアーを
展開します
　父が国鉄の機関士だったこともあ
って、私も芸備線には人一倍思い入
れがあります。芸備線は四季折々の
風景がすばらしく、観光資源としても
魅力があります。その魅力を、もっと
多くの人に知ってもらえるよう、芸備
線を活用したツアーを、企画していき
たいと考えています。

庄原市観光協会
専務理事
坂田忠則さん

株
式
会
社
中
国
ト
ラ
ベ
ル
東
城
支
店

ツ
ア
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
原　

恭
子
さ
ん

備後庄原駅を出発し、
備後落合駅で折り返すコース

備後庄原駅　7時31分発
　　　　　▼
備後落合駅　8時17分着

備後落合駅　9時12分発
　　　　　▼
備後庄原駅　10時着

おすすめコース

おすすめコース

帰りの見どころは、備後
落合駅と比婆山駅の間。
トンネルを抜け西城川を
横目に、山すそを縦走。

滝口真登さん
ご家族

備後庄原駅から東城駅へ
着バス利用コース
備後庄原駅　13時45分発
　　　　　▼
備後落合駅　14時31分着
備後落合駅　14時34分発
　　　　　▼
東城駅　15 時22 分着
東城駅到着後、徒歩で三楽荘～東城
まちなみ散策、17時21分発高速バス
広島行き、庄原バスセンター18時着

1

2

行きの見どころは、平子駅
と備後西城駅の間。西城市
街地と西城川を眼下に望
みながら鉄橋を渡る。

駅の構内や周辺を散策。待
ち時間はあっという間。

備後落合駅から岡山支社
に管轄が変わり、違った雰
囲気が楽しめる。山の眺望、
鉄橋など見どころも豊富。

運転席横の大き
な窓ガラスからの
眺めは、スピード
感が楽しめ、列車
を独り占めした気
分になれる。

芸備線ミニ旅行

（休日利用編）
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会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 形式収支 繰越財源 実質収支
Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｄ Ｅ＝Ｃ－Ｄ

一般会計 323億3,315万円 309億8,091万円 13億5,224万円 4億4,762万円 9億462万円
住宅資金特別会計 596万円 589万円 7万円 7万円
歯科診療所特別会計 2,527万円 2,485万円 42万円 42万円
休日診療センター特別会計 1,261万円 1,261万円 0万円 0万円
国民健康保険特別会計 43億5,181万円 43億3,926万円 1,255万円 1,255万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 9,717万円 9,703万円 14万円 14万円
後期高齢者医療特別会計 6億2,497万円 6億2,254万円 243万円 243万円
介護保険特別会計 61億8,044万円 60億7,109万円 1億935万円 1億935万円
介護保険サービス事業特別会計 4,332万円 4,330万円 2万円 2万円
公共下水道事業特別会計 8億4,722万円 8億4,618万円 104万円 104万円
農業集落排水事業特別会計 3億7,224万円 3億7,182万円 42万円 42万円
浄化槽整備事業特別会計 1億7,436万円 1億7,355万円 81万円 81万円
簡易水道事業特別会計 4億893万円 4億28万円 865万円 865万円
工業団地造成事業特別会計 85万円 85万円 0万円 0万円
宅地造成事業特別会計 317万円 317万円 0万円 0万円

会　　計　　名 収益 費用 特別利益 特別損失 当年度純利益 
（▲損失）

水道事業 7億9,992万円 7億3,517万円 9,903万円 5,509万円 1億869万円
病院事業 12億2,872万円 12億7,971万円 23万円 4,419万円 ▲9,495万円

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 形式収支 繰越財源 実質収支
Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｄ Ｅ＝Ｃ－Ｄ

一般会計 323億3,315万円 309億8,091万円 13億5,224万円 4億4,762万円 9億462万円
住宅資金特別会計 596万円 589万円 7万円 7万円
歯科診療所特別会計 2,527万円 2,485万円 42万円 42万円
休日診療センター特別会計 1,261万円 1,261万円 0万円 0万円
国民健康保険特別会計 43億5,181万円 43億3,926万円 1,255万円 1,255万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 9,717万円 9,703万円 14万円 14万円
後期高齢者医療特別会計 6億2,497万円 6億2,254万円 243万円 243万円
介護保険特別会計 61億8,044万円 60億7,109万円 1億935万円 1億935万円
介護保険サービス事業特別会計 4,332万円 4,330万円 2万円 2万円
公共下水道事業特別会計 8億4,722万円 8億4,618万円 104万円 104万円
農業集落排水事業特別会計 3億7,224万円 3億7,182万円 42万円 42万円
浄化槽整備事業特別会計 1億7,436万円 1億7,355万円 81万円 81万円
簡易水道事業特別会計 4億893万円 4億28万円 865万円 865万円
工業団地造成事業特別会計 85万円 85万円 0万円 0万円
宅地造成事業特別会計 317万円 317万円 0万円 0万円

会　　計　　名 収益 費用 特別利益 特別損失 当年度純利益 
（▲損失）

水道事業 7億9,992万円 7億3,517万円 9,903万円 5,509万円 1億869万円
病院事業 12億2,872万円 12億7,971万円 23万円 4,419万円 ▲9,495万円

決算決算
平成26年度

　市の平成26年度各会計決算がまとまり、市議会９月定例会で認定され
ました。福祉、教育、まちづくりなど市民の皆さんの生活に関わりの深い
事業を行う一般会計の決算状況を中心に、昨年度どういった収入があり、
どのような目的に使われたのかをお知らせします。

法人市民税の増　
　所得にかかる個人市民税が前年度から2,179
万円の減となったものの、景気の回復による企業
業績の向上などにより法人市民税が7,702万円の
増となるなど、市税全体では6,122万円の増となり
ました。

基金取り崩しの増　
　市債の繰上償還のために３億2,012万円の減
債基金の取り崩しや、国庫補助金返還のために
２億3,806万円の財政調整基金の取り崩しなどを
行い、前年度から大幅な増額となりました。

有利な財源の確保　
　過疎地域自立促進基金の造成による新たな財
源の確保や、庄原小学校改築工事の実施など
により、市債（市の借入金）は前年度から２億
9,771万円の増となりました。

市債残高の圧縮　
　市の将来の負担を軽減するため、減債基金
（市の貯金）を取り崩し３億2,012万円の繰上償
還を行いました。

新規基金の造成　
　将来にわたり計画的にソフト事業を行うために
造成した過疎地域自立促進基金に４億1,000万
円を積み立てました。

光整備事業の着手　
　市内全域に敷設される光ケーブルを活用して
告知放送を行うために超高速情報通信網整備
事業に着手しました。普通建設事業費全体では
東城小学校改築などの完了で４億4,153万円の
減となりました。

繰入金

市税

公債費

積立金

普通建設

市債

財政課財政係　☎0824-73-1129 ※金額は万円未満を四捨五入していますので、
　内訳の合計は必ずしも一致しません。

平成26年度の各会計の歳入・歳出などの決算額を
一覧にしています。

暮らしのどこにお金が使われたのか、一般会計の
歳出決算額を市民一人当たりに換算してみると…

各会計の決算状況

市民一人当たりの決算額

歳 入

（平成27年３月31日現在の住民基本台帳人口37,902人）

※一般会計の実質収支（黒字となったお金）のうち、５億円は財政調整基金（貯金）へ積み立て、
　残り４億462万円を平成27年度に繰り越しました。

※（　）は前年度比

※（　）は前年度比

土木費　8.2万円
道路の整備、区画整理、
公園や公営住宅の管理などに

総務費　10.1万円
自治振興、超高速情報通信網の
整備、戸籍事務などに

民生費　19.0万円
高齢者や障害者などの
福祉や保育所運営などに

衛生費　5.4万円
医療の充実、健康診査、
ごみ処理、水道事業などに

その他　8.5万円
市議会の運営、商工業・観光の振興、
消防・防災、災害復旧などに

公債費　16.5万円
市債（市の借金）の元金と
利子の支払などに

教育費　7.4万円
小・中学校の教育や施設整備、
生涯学習、体育施設の管理などに

総額
81.7万円

一般会計 自主財源割合が前年度の18.3％から20.4％と増加しましたが、地方交付税を
はじめとする依存財源に頼らざるを得ない財政状況となっています。

歳 出一般会計 財政健全化に向けた取り組みを進める中、「第１期 庄原いちばん基本計画」
に基づく事業や、市民生活に直結した各事業を行いました。

新規就農者の支援や森林の整備など
農林水産業の振興に

農林水産業費　6.4万円
ソフト事業では、保育料第３子以降無料化、乳幼児等医療助成の対象者の拡大や比婆牛ブランドの復活に取り組
み、ハード事業では超高速情報通信網整備事業や庄原小学校改築工事などの各種事業を計画的に実施しました。

歳出のポイン
ト

●

●

●

●
●

●

●

●

人件費
41億1,847万円
（▲4,346万円）

その他（貸付金など）
3億9,638万円
（▲997万円）

災害復旧事業費
6億1,257万円
（＋7,930万円）

積立金
4億3,076万円

（▲6億133万円）

扶助費
36億9,406万円
（＋2億1,741万円）

公債費
60億9,780万円
（＋2億762万円）

物件費
37億8,127万円
（＋1億2,696万円）

補助費等
42億3,513万円
（＋4億8,988万円）

繰出金
31億339万円
（＋2,722万円）

普通建設事業費
45億1,109万円

（▲4億4,153万円）

309億8,091万円
(＋5,210万円)

合計

市税
38億4,447万円
（＋6,122万円）

地方交付税
160億1,358万円
（▲1億5,848万円）

繰入金
9億8,089万円
（＋8億8,455万円）

繰越金
5億8,137万円
（▲6,043万円）

使用料・手数料など
11億7,988万円
（▲１億3,845万円）

国・県支出金
49億2,448万円
(▲4億5,053万円）

市債
38億753万円
（＋2億9,771万円）

地方譲与税など
10億94万円

（▲1,262万円）

323億3,315万円
（＋4億2,297万円）

合計

依存財源  79.6%

自主財源 20.4%

義務的経費 ４４．９%

投資的経費 16.5%

その他経費 38.6%

160億1,358万円
（▲1億5,848万円）

一
般
会
計
・
特
別
会
計

企
業
会
計
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健全化判断比率
地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必
要性を判断するための「健全化判断比率」として実質赤字比率、連結実質赤
字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４つの指標があります。庄原市
の財政状況を４つの指標でみてみると…

市債・基金 計画的な借入や繰上償還を行い、市債残高は年々着実に減少しています。

資金不足比率 公営企業の資金収支の累積不足額を表すもので、庄原市では
すべての公営企業で該当ありませんでした。

福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一
般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の
悪化の度合いを示す指標です。庄原市は黒字のた
め該当ありませんでした。

借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示す指標です。庄原市は
18.4％と早期健全化基準内ですが、依然として高
い水準です。

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団
体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団
体全体としての財政運営の悪化の度合いを示す指
標です。庄原市は黒字のため該当ありませんでした。

地方公共団体の一般会計などの借入金や将来支払って
いく可能性のある負担などの残高を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性の度合いを示す指標です。庄原市は
129.7％と早期健全化基準内の指標となっています。

地方公共団体の一般会計などの借入金や将来支払って
いく可能性のある負担などの残高を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性の度合いを示す指標です。庄原市は
129.7％と早期健全化基準内の指標となっています。

健全化判断比率の推移
　実質公債費比率および将来負担比率は、公債費

負担適正化計画などに基づくこれまでの財政健全

化の取り組みが着実に成果を示し、主に市債残高

および償還額の減少により毎年改善しています。

平成26年度決算では、実質公債費比率が前年度比

0.8％、将来負担比率は前年度比5.2％の健全化が

図られました。

　今後も、計画的な市債の発行などにより財政の

健全化に努めます。

148.7万円
市民一人当たり

平成26年度末
残高において

市債残高の推移［全会計］

予算の執行状況
平成27年度上半期 市は、毎年財政状況を公表し、予算の執行がどのような状

況になっているのかをお知らせしています。今回は、平成27
年度予算の９月30日現在の執行状況をお知らせします。

一般会計・特別会計・公営企業会計の収支状況

税の収入状況（一般会計・国民健康保険特別会計） 市債残高

連結実質赤字比率

実質赤字比率

将来負担比率

実質公債費比率

実質公債費比率

実質公債費比率

将来負担比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、黒字のため該当ありません。

※庄原市で対象となる公営企業は、水道事業、病院事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽整備事業、簡易水道事業、宅地造成事業、工業団地造成事業です。

残高
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563億6,293万円

資金不足比率 ◆該当なし 20%

↓経営健全化基準
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会　　計　　名 平成26年度末残高 前年度からの増減額
一般会計 408億8,758万円 ▲19億6,716万円
住宅資金特別会計 1,543万円 ▲474万円
公共下水道事業特別会計 59億278万円 ▲2億937万円
農業集落排水事業特別会計 34億5,769万円 ▲1億5,912万円
浄化槽整備事業特別会計 3億8,558万円 661万円
簡易水道事業特別会計 19億8,257万円 ▲6,706万円
水道事業 33億13万円 ▲1億8,572万円
病院事業 4億3,119万円 ▲4,137万円
市債残高合計 563億6,293万円 ▲26億2,793万円

基　　金　　名 平成26年度末残高 前年度からの増減額
財政調整基金 36億7,700万円 2億6,266万円
減債基金 225万円 ▲3億2,006万円
地域振興基金 37億8,726万円 ▲1億5,873万円
過疎地域自立促進基金 1億7,007万円 1億7,007万円
国民健康保険財政調整基金 2億2,995万円 ▲1億6,493万円
その他の基金 6億1,709万円 ▲185万円
基金残高合計 84億8,362万円 ▲2億1,284万円

※庄原市で対象となる公営企業は、水道事業、病院事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽整備事業、簡易水道事業、宅地造成事業、工業団地造成事業です。

区　　　分 予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
一　般　会　計 328億 8,617 万円 154 億 3,082 万円 46.9% 117 億 4,280 万円 35.7%
特別会計　合計 138億 606 万円 47億 9,555 万円 34.7% 55 億 6,953 万円 40.3%
国民健康保険 47億 6,483 万円 17億 5,346 万円 36.8% 20 億 1,374 万円 42.3%
介護保険 62億 4,289 万円 25億 1,134 万円 40.2% 25 億 5,120 万円 40.9%
公共下水道事業 9億 3,719 万円 1億 4,179 万円 15.1% 3億 3,252 万円 35.5%
簡易水道事業 3億 2,550 万円 6,090 万円 18.7% 1億 1,395 万円 35.0%
その他 15億 3,566 万円 3億 2,806 万円 21.4% 5億 5,810 万円 36.3%

水
道
事
業

収益的収支 収入 8億 6,408 万円 4億 106 万円 46.4%
支出 8億 3,104 万円 3億 3,577 万円 40.4%

資本的収支 収入 7億 1,198 万円 7,924 万円 11.1%
支出 9億 3,283 万円 1億 1,875 万円 12.7%

病
院
事
業

収益的収支 収入 13億 821 万円 6億 9,880 万円 53.4%
支出 13億 293 万円 5億 6,147 万円 43.1%

資本的収支 収入 3,069 万円 2,847 万円 92.8%
支出 5,168 万円 2,441 万円 47.2%

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
地方税 36億 7,668 万円 22億 9,851 万円 62.5%

国民健康保険税 8億 3,173 万円 2億 5,351 万円 30.5%

市　　債 533億 9,171 万円
一般会計 383億 1,383 万円
特別会計 114億 5,894 万円
企業会計 36億 1,895 万円

区　　　分 予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
一　般　会　計 328億 8,617 万円 154 億 3,082 万円 46.9% 117 億 4,280 万円 35.7%
特別会計　合計 138億 606 万円 47億 9,555 万円 34.7% 55 億 6,953 万円 40.3%
国民健康保険 47億 6,483 万円 17億 5,346 万円 36.8% 20 億 1,374 万円 42.3%
介護保険 62億 4,289 万円 25億 1,134 万円 40.2% 25 億 5,120 万円 40.9%
公共下水道事業 9億 3,719 万円 1億 4,179 万円 15.1% 3億 3,252 万円 35.5%
簡易水道事業 3億 2,550 万円 6,090 万円 18.7% 1億 1,395 万円 35.0%
その他 15億 3,566 万円 3億 2,806 万円 21.4% 5億 5,810 万円 36.3%

水
道
事
業

収益的収支 収入 8億 6,408 万円 4億 106 万円 46.4%
支出 8億 3,104 万円 3億 3,577 万円 40.4%

資本的収支 収入 7億 1,198 万円 7,924 万円 11.1%
支出 9億 3,283 万円 1億 1,875 万円 12.7%

病
院
事
業

収益的収支 収入 13億 821 万円 6億 9,880 万円 53.4%
支出 13億 293 万円 5億 6,147 万円 43.1%

資本的収支 収入 3,069 万円 2,847 万円 92.8%
支出 5,168 万円 2,441 万円 47.2%

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
地方税 36億 7,668 万円 22億 9,851 万円 62.5%

国民健康保険税 8億 3,173 万円 2億 5,351 万円 30.5%

市　　債 533億 9,171 万円
一般会計 383億 1,383 万円
特別会計 114億 5,894 万円
企業会計 36億 1,895 万円

区　　　分 予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
一　般　会　計 328億 8,617 万円 154 億 3,082 万円 46.9% 117 億 4,280 万円 35.7%
特別会計　合計 138億 606 万円 47億 9,555 万円 34.7% 55 億 6,953 万円 40.3%
国民健康保険 47億 6,483 万円 17億 5,346 万円 36.8% 20 億 1,374 万円 42.3%
介護保険 62億 4,289 万円 25億 1,134 万円 40.2% 25 億 5,120 万円 40.9%
公共下水道事業 9億 3,719 万円 1億 4,179 万円 15.1% 3億 3,252 万円 35.5%
簡易水道事業 3億 2,550 万円 6,090 万円 18.7% 1億 1,395 万円 35.0%
その他 15億 3,566 万円 3億 2,806 万円 21.4% 5億 5,810 万円 36.3%

水
道
事
業

収益的収支 収入 8億 6,408 万円 4億 106 万円 46.4%
支出 8億 3,104 万円 3億 3,577 万円 40.4%

資本的収支 収入 7億 1,198 万円 7,924 万円 11.1%
支出 9億 3,283 万円 1億 1,875 万円 12.7%

病
院
事
業

収益的収支 収入 13億 821 万円 6億 9,880 万円 53.4%
支出 13億 293 万円 5億 6,147 万円 43.1%

資本的収支 収入 3,069 万円 2,847 万円 92.8%
支出 5,168 万円 2,441 万円 47.2%

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
地方税 36億 7,668 万円 22億 9,851 万円 62.5%

国民健康保険税 8億 3,173 万円 2億 5,351 万円 30.5%

市　　債 533億 9,171 万円
一般会計 383億 1,383 万円
特別会計 114億 5,894 万円
企業会計 36億 1,895 万円
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庄原市に光がやってきます

市役所本庁

市役所別館

至 庄原駅

至 庄原インター

Ｐ

放送室で原稿を読み上げ録音する職員

随時申請を受け付けています！

11月11日～17日は
「税を考える週間」

テーマ「税の役割と税務署の仕事」
期間中、国税庁ホームページでさ
まざまな情報を提供しています。
ぜひご覧ください。

Web-TAX-TV
「暮らしを支える税を学ぼう」

www.nta.go.jp
　国税庁ホームページ
のインターネット番組

「Web‐TAX‐TV」で、
国税庁の取り組みを紹
介する番組を配信して
います。
　ぜひご覧ください。

税をテーマとしたポスター入賞
　市内の中学生を対象に、平成27年度「税をテーマ
としたポスター」を募集し、10月に行った厳正なる
審査の結果、入賞作品を決定し表彰しました。
　その中から最優秀作品をご紹介します。

　毎年11月11日～17日は 　

 税 を考える週間です。

この機会に、税の役割などについて考えてみましょう。

　期間中に、税に関する催しとして、ジョイフル１階
で「中学生の税の作文・習字」、「小学生の税に関する
絵はがきコンクール」、「小・中学生の税の標語」、「中
学生の税のポスター」の作品の展示を行います。
　また、11 月 14 日㈯ 10 時 30 分から同２階インフォ
メーション広場で、租税作品（ポスターを除く）の表彰
式を開催しますので、ぜひご来場ください。

　農業収支計算の準備はお早めに

　農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を
差し引いて所得計算する「収支計算」が原則です。「収
支計算」をするためには、収入金額の分かる書類と、
経費が分かる書類が必要です。
　また、領収書を残していない経費は認められないこ
とがありますので、農業に関係するこれらの書類をな
くさないように整理保存しておきましょう。（月別集
計表などの用紙は市役所にあります。）

　記帳・帳簿等の保存制度

　事業（農業）所得、不動産所得または山林所得を得る
業務を行う全ての方は、収入金額や必要経費を記載し
た帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や棚卸表、
請求書、領収書などの書類を保存する必要があります。

　問い合わせ

　税務課市民税係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４６

庄
原
地
域（
庄
原
電
話
交
換
局
管
内
）で
住
民

告
知
放
送
は
じ
ま
る
！

　

市
内
全
域
に
整
備
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
回
線
を
活
用
し
て
、緊
急
情
報
や
行
政
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
「
庄
原
市
住
民
告
知
放

送
」が
10
月
21
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

市
は
、各
世
帯
・
事
業
所
に
住
民
告
知
端

末
（
放
送
を
受
信
す
る
機
器
）の
設
置
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
使
用
申
請
書
の
提
出
を
！

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
宅
内
に
引
き
込
む
に

は
、最
大
２
万
２
８
０
０
円
の
初
期
費
用
が

必
要
で
す
が
、住
民
の
方
や
市
内
に
所
在
す

る
事
業
所
の
方
が
住
民
告
知
端
末
を
設
置
す

る
場
合
は
、初
期
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、初
期
費
用
の
負
担
は
光
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。（
市
の
初
期
費
用
負
担
は
、住

民
の
方
の
住
所
地
の
家
屋
、市
内
に
所
在
す

る
事
業
所
な
ど
の
事
務
所
・
作
業
所
・
工
場

な
ど
に
住
民
告
知
端
末
を
設
置
す
る
場
合
が

対
象
と
な
り
ま
す
。）

住
民
告
知
端
末
設
置
に
関
す
る

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
！

　

本
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整
備
さ
れ
る

エ
リ
ア（
表
参
照
）の
う
ち
、
ま
だ
、
住
民
告

知
端
末
使
用
申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
申
請

し
て
い
る
が
内
容
が
良
く
わ
か
ら
な
い
方
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ひ
か
り
電
話
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
職
員
も
同
席
し
て

相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

と　

き　

11
月
13
・
14
・
15
日
（
金
・
土
・
日
）

13
時
～
17
時

　

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎　

別
館
会
議
室（
水
道
課
奥
）

　税金は私たちの生活を支
えるために使われているこ
とを４つの絵で表現してみ
ました。子どもからお年寄
りまでが幸せに暮らせる社
会にするためにも、税金は
大切だと思います。

　４人の人たちが大切に持
っているお金で消費税を表
現しました。そして、人物を
通して税金の使われ方を表
してみました。税金は私た
ちの暮らしを守る大切なも
のです。

　　最優秀賞　山脇　　葵 さん （庄原中３年）

　　最優秀賞　村上　瑠南 さん（庄原中２年）

その９

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

広
報
広
聴
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

庄
原
市
に
光
が
や
っ
て
き
ま
す

平成27年度整備エリア サービス開始日（予定）
庄原電話交換局管内のうち
　西本町・中本町・東本町（二丁目のうち西城川沿いの一部を除く）・本町・川手町・宮内町
のうち美湯ハイツ・一木町・板橋町（高丸山から南の地域を除く）・新庄町（竹の迫池から東
の地域を除く）・是松町（中国道から東の地域を除く）・三日市町・戸郷町・上原町・七塚町・
掛田町・川北町（市場のうち川北川より南の地域、富田地域のみ）・門田町（西城川から南の
地域のみ）

10月21日

東城電話交換局管内のうち
　川西（陰地下の一部・市営川西住宅・比奈上・比奈下の一部・宮平・下川西奥の一部を除
く）・川東・福代・戸宇・新福代

11月21日

山内電話交換局管内のうち
　上原町・七塚町・田原町・市町・本郷町・殿垣内町・山内町・木戸町 12月21日

For this one week, I will think about tax.

TAX

TAX
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

仕
上
げ
磨
き

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

文
：
広
島
県
歯
科
衛
生
士
会

　
　

三
次
・
庄
原
地
区
会　

会
長　

佐
々
木　

み
ほ

●送付される書類の見本

１　

番
号
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
住
民
票
の
あ
る
住
民
一
人

一
人
に
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
世
帯

ご
と
に
世
帯
員
の
通
知
カ
ー
ド
を
同
封
し
た

簡
易
書
留
が
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま

す
。（
庄
原
市
は
11
月
下
旬
～
12
月
初
旬
に

配
達
予
定
）

※
個
人
番
号
は
来
年
１
月
以
降
、
税
の
申
告

な
ど
で
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
面
、
勤
務
先

に
「
本
人
と
被
扶
養
者
」
の
個
人
番
号
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

番
号
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
申
請
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
当
面

の
行
政
手
続
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
申
請
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２　

公
的
個
人
認
証
（
電
子
証
明
）

　

新
し
い
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
所
得
税

の
電
子
申
告
に
使
用
す
る
公
的
個
人
認
証

（
電
子
証
明
書
）
が
記
録
さ
れ
ま
す
が
、
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
来
年
の
１
月
～
２
月
に

集
中
す
る
た
め
、
所
得
税
の
申
告
時
期
に

カ
ー
ド
交
付
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

現
行
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　　

来
年
の
申
告
ま
で
に
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
が
切
れ
て
し
ま
う
方
は
、
12
月
22
日
ま

で
に
現
行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
電
子

証
明
書
の
更
新
手
続
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
電
子
証
明
書
は
３
年
間
有
効
な
も

の
で
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
実
施
し
た
、全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
お
よ
び
広
島
県

「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
児
童
生

徒
の
課
題
を
分
析
し
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
学
力
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

表
１
か
ら
、
数
学
以
外
は
市
の

平
均
正
答
率
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
内
容
の
Ｂ
問
題
の
平
均
正
答

率
が
、
Ａ
問
題
に
比
べ
て
低
く
、

特
に
算
数
Ｂ
・
数
学
Ｂ
は
と
も
に

50
％
を
下
回
り
、
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

表
２
か
ら
、
教
科
全
体
の
平
均

通
過
率
は
、
お
お
む
ね
県
平
均
程

度
か
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

習
内
容（
タ
イ
プ
Ⅰ
）は
、
お
お
む

ね
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
と
同
様
に
、
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
内
容
の
タ
イ
プ
Ⅱ
の
通
過

率
が
、
タ
イ
プ
Ⅰ
に
比
べ
て
低
く

な
っ
て
お
り
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

表
３
か
ら
、自
分
で
勉
強
の
計

画
を
立
て
た
り
、家
庭
で
１
日
１
時

間
以
上
勉
強
し
た
り
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
は
、す
べ
て
県
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、年
を

追
う
ご
と
に
肯
定
的
回
答
の
割
合

が
上
昇
し
て
お
り
、家
庭
学
習
習

慣
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、市
内
全
て
の
小
・
中
学

校
で
は
、家
庭
と
協
力
し
て「
ア
ウ

ト
メ
デ
ィ
ア
」に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、１
日
に
３
時
間
以
上
テ
レ

ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
、中
学

２
年
の
平
日
以
外
は
県
平
均
を
超

え
て
い
ま
す
。特
に
、小
学
５
年
の

割
合
が
本
年
度
は
大
き
く
増
加
し

て
お
り
、休
日
で
は
県
平
均
を
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、家
庭
で
１
週
間
に
３
時
間
以

上
読
書
を
し
て
い
る
児
童
生
徒
の

割
合
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、学
校
と
家
庭
が
協

力
し
て「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
」に
取

り
組
む
こ
と
や
、就
寝
、起
床
、家
庭

学
習
を
始
め
る
時
間
を
固
定
す
る

こ
と
、休
日
の
家
族
で
の
ふ
れ
あ
い

や
読
書
な
ど
の
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　全国学力・学習状況調査の結果　
　文部科学省が行う全国学力・学習状況調査が４月 21 日に実
施され、小学６年生と中学３年生が参加しました。　　（表１）

　広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果
　県教育委員会が行う「基礎・基本」定着状況調査が６月９日
に実施され、小学５年生と中学２年生が参加しました。（表２）

広島県「基礎・基本」定
着状況調査の質問紙調査
における調査結果（抜粋）

シリーズ　

マイナンバー制度 Vol．４
企画課政策推進係☎0824-73-1112

  

８
０
２
０
を
目
標
に

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

維
持
し
よ
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」
は
、

乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
り
、
一
生
自

分
の
歯
で
過
ご
す
た
め
の
「
お
口
の
健
康
目

標
」
で
す
。

生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
乳
歯
は
少

し
ず
つ
生
え
て
い
き
、
こ
の
運
動
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
頃
か
ら
口
内
の
環
境
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

乳
歯
が
生
え
始
め
た
ら
「
仕
上
げ
磨
き
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期

の
仕
上
げ
磨
き
は
、
長
時
間
に
な
る
と
子
ど

も
は
飽
き
て
じ
っ
と
し
て
い
な
い
の
で
、
短

時
間
で
丁
寧
に
手
早
く
磨
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
早
く
磨
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
力
が
入
る
と
、
痛
が
り
嫌
が
り
ま
す
。

　

歯
ブ
ラ
シ
は
必
ず
２
本
準
備
し
ま
す
。
１

本
は
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
口
に
入
れ
る
習
慣
を

つ
け
る
「
子
ど
も
用
」、
も
う
一
本
は
「
仕

上
げ
磨
き
用
」
で
す
。

  

自
分
で
き
ち
ん
と
磨
け
る
よ
う
見
守
っ
て

　

仕
上
げ
磨
き
を
す
る
時
は
口
の
中
が
よ
く

見
え
、
頭
が
安
定
で
き
る
体
勢
で
軽
い
力
で

小
刻
み
に
動
か
し
て
磨
き
ま
す
。
そ
し
て
磨

き
終
わ
る
と
し
っ
か
り
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
は
、
手
首
の
返
し
が
で
き
て

奥
歯
の
内
側
ま
で
磨
け
る
よ
う
に
な
る
小
学

校
高
学
年
ま
で
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
歯
が
き
ち
ん
と
磨
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
」
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

学
力
調
査
結
果

教
育
指
導
課
指
導
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

〔小学６年生〕
教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 74.2 73.8 70.0
国語Ｂ 68.2 69.7 65.4
算数Ａ 77.9 77.7 75.2
算数Ｂ 47.3 46.7 45.0
理科 65.2 63.2 60.8

〔中学３年生〕
教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 76.8 76.5 75.8
国語Ｂ 66.9 67.0 65.8
数学Ａ 62.8 64.6 64.4
数学Ｂ 41.5 42.7 41.6
理科 54.9 52.2 53.0

※Ａは基礎的・基本的な内容、Ｂは知識・技能を活用する内容
※数値は平均正答率（％）

※タイプⅠは基礎的・基本的な内容、
タイプⅡは知識・技能を活用する内容
※数値は平均通過率（％）

〔小学5年生〕
教　科 庄原市 広島県

国語
教科全体 77.5 74.7
タイプⅠ 80.4 78.3
タイプⅡ 64.3 58.3

算数
教科全体 71.0 71.6
タイプⅠ 79.2 78.5
タイプⅡ 45.0 49.4

理科
教科全体 67.2 65.3
タイプⅠ 71.9 69.7
タイプⅡ 56.2 55.0

〔中学2年生〕
教　科 庄原市 広島県

国語
教科全体 72.4 73.6
タイプⅠ 74.1 75.7
タイプⅡ 65.7 64.8

数学
教科全体 69.2 70.4
タイプⅠ 72.6 74.2
タイプⅡ 57.6 57.2

理科
教科全体 54.0 50.2
タイプⅠ 56.7 51.0
タイプⅡ 50.0 49.1

英語
教科全体 78.0 68.2
タイプⅠ 80.9 70.2
タイプⅡ 66.8 60.6

設　　問
小学５年生 中学２年生

庄原市 広島県 庄原市 広島県
自分で勉強の計画を立てている 76.2 62.2 57.9 50.6
学校の授業の予習をするようにしている 69.5 55.2 46.1 39.9
学校の授業の復習をするようにしている 87.9 65.7 69.0 57.4
家庭で１日に１時間以上
勉強している

平日 69.1 53.7 62.7 51.7
休日 51.2 38.8 71.2 54.5

１日に３時間以上テレビを見たり、
ゲームをしたりしている

平日 29.3 25.6 26.6 28.8
休日 52.0 38.7 57.6 54.7

１カ月に６冊以上読書をしている 51.6 38.9 15.9 13.6
家庭で１週間に３時間以上読書をしている 12.1 11.9 7.8 8.0

「よくあてはまる」「や
やあてはまる」と肯定
的に回答している割合
（％）（表３）

※「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
」…
家
庭
で
の
時
間

の
過
ご
し
方
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
触
時
間

を
改
善
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
日

常
生
活
の
中
で
必
要
な
メ
デ
ィ
ア
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
取
り
組
み
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国保　生活習慣病診療費の年次推移（5月医科診療分）
3000

2500

2000

1500

1000

500

0

（万円 )

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

高血圧症
糖尿病
虚血性心疾患
脂質異常症
脳血管疾患

2,436

1,795
1,870 1,558 1,665 1,551

922

683

366 191
535 448 286

695 667 611

979
598

750

2,131 2,167 2,268
2,034

582

608
診療費は、生活習
慣病の中で高血圧
症が最も高い

●塩分チェックシート 当てはまる箇所に○をつけ、最後に合計点を出してください。

高血圧予防
キャラクター

「ショーショー鳥」

●シリーズ　障害を知り、共に生きる●

シ
リ
ー
ズ　

障
害
を
知
り
、共
に
生
き
る

　
今
月
は
「
高
次
脳
機
能
障
害
」

　　
高
次
脳
機
能
障
害
と
は

　　

転
落
や
交
通
事
故
に
よ
る
脳
外
傷
、
脳
出

血
や
脳
梗
塞
の
ほ
か
、
脳
炎
な
ど
の
病
気
で

脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
で
生
じ
る

「
認
知
面
の
障
害
」
で
す
。

　
「
物
を
見
て
何
か
を
判
断
す
る
」「
集
中
す

る
」「
言
葉
を
話
す
」「
記
憶
す
る
」「
計
算

す
る
」「
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」「
相

手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
」
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
に
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
周
り
か
ら
気

付
か
れ
に
く
く
、
ま
た
、
本
人
も
気
付
い
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
分
か
り
に
く
い

障
害
で
あ
り
、
本
人
の
性
格
で
あ
る
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す

　　

次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
約
束
を
忘
れ
、
同
じ
事
を
何
度
も
聞
く
。

○
同
時
に
複
数
の
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
す
。

○
一
つ
の
作
業
が
続
け
ら
れ
な
い
。

○
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
が
で
き
ず
混
乱
す
る
。

○
些
細
な
こ
と
で
激
怒
す
る
。

○
行
動
を
抑
え
ら
れ
ず
我
慢
で
き
な
い
。

※
症
状
や
障
害
の
程
度
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　
こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

○
大
事
な
こ
と
は
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
促

す
。

○
一
つ
ず
つ
簡
潔
に
伝
え
る
。

○
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
ら
せ
る
。

○
目
や
耳
に
入
っ
て
く
る
情
報
を
制
限
し
て

集
中
で
き
る
環
境
を
作
る
。

○
本
人
と
話
し
合
っ
て
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
る
。

○
興
奮
し
て
い
る
時
は
、無
理
や
り
鎮
め
ず
、

席
を
外
し
た
り
、
話
題
を
変
え
た
り
す
る
。

　

こ
の
障
害
は
、
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
回

復
し
た
よ
う
に
見
え
る
の
に
、
本
人
は
今
ま

で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
混

乱
や
不
安
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
も
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
周
り
の
理
解

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

【
広
島
県
内
の
専
門
機
関
】

広
島
県
高
次
脳
機
能
セ
ン
タ
ー

（
東
広
島
市
西
条
町
田
口
２
９
５
‐
３
）

☎
０
８
２
‐
４
２
５
‐
１
４
５
５

vol.6

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

●
道
路
横
断
中
の
死
亡
事
故
多
発
！

　

県
内
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
道
路
横
断
中

に
車
に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
す
る
交
通
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
を
心
掛
け
れ
ば
、
交
通
事
故
の
減
少
に
つ

な
が
り
ま
す
。

【
歩
行
者
の
方
へ
】

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
一
旦
立

ち
止
ま
り
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

○
道
路
へ
急
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
通
り
慣
れ
て
い
る
道
で
も
危
険
は
潜
ん
で

い
ま
す
。
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
癖
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
、
薄
暮
時
は
、
明
る
い
服
装
に
反
射

材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
】

○
横
断
歩
道
は
、歩
行
者
が
絶
対
優
先
で
す
。

安
全
速
度
を
厳
守
し
、
横
断
歩
道
付
近
に
歩

行
者
が
い
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
る

速
度
で
進
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
や
雨
な
ど
で
視
界
が
悪
い
時
は
、
特

に
慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
「
だ
ろ
う
運
転
」
を
せ
ず
、「
か
も
し
れ

な
い
運
転
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
視

界
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
他
の
車
両
や
歩

行
者
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

庄
原
警
察
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

保健医療課　主任主事

べ
る

～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
今
よ
り
も
少
し
減
塩
』
～

健康広場

田 端 早 苗

h
e

a
lt

h
y

 c
o

lu
m

n

道
路
を
横
断
す
る
際
は
注
意
を
！

　

庄
原
市
は
長
年
、
高
血
圧
症
の
治
療
を
受

け
て
い
る
方
が
と
て
も
多
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
高
血
圧
症
の
原
因
の
一
つ
に
塩
分
の
と

り
す
ぎ
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
塩
分

の
と
り
す
ぎ
は
血
圧
を
上
げ
る
だ
け
で
な

く
、
血
管
を
と
て
も
傷
つ
け
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
な
ど

の
疾
病
予
防
に
、
減
塩
は
と
て
も
有
効
な
手

段
で
す
。
最
近
で
は
、
減
塩
の
調
味
料
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
を
取
り
扱
う
お
店
が

増
え
て
き
て
お
り
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
は
、
家
庭
・
地
域
で
減
塩
に
取
り
組
む

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
で
減
塩

に
取
り
組
む
飲
食
店
や
減
塩
食
品
を
扱
う
お

店
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
買
い
物
の
時
に『
減
塩
の
も
の
を

選
ぶ
』、
外
食
の
時
に
『
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を

選
ぶ
』
こ
と
が
で
き
る
『
選
べ
る
環
境
づ
く

り
』
を
進
め
、
同
時
に
そ
れ
ら
を
選
ぶ
人
も

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
よ
り
も
少
し
減
塩
！

　

み
ん
な
で
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
緒
に
環
境
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

～
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
を
募
集
～

　

現
在
、
庄
原
市
地
産
地
消
推
進
店
に
登
録

し
て
い
る
店
舗
を
中
心
に
、
減
塩
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
し
く
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
し
な
く
て
も
、
い
つ
も
の
メ
ニ
ュ
ー
に

少
し
手
を
加
え
る
こ
と
で
減
塩
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
提
供
し
て
み
た
い
、
ま
た
は

す
で
に
提
供
し
て
い
る
と
い
う
お
店
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を

　
取
り
入
れ
た
店
舗
を
紹
介

　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
ミ
ッ
キ
ー
（
新
庄
町
）

で
は
、
試
作
を
重
ね
、
減
塩
牛
乳
み
そ
ラ
ー

メ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
ポ
　
イ
　
ン
　
ト

　

通
常
の
み
そ
ラ
ー
メ
ン
に
牛
乳
を
加
え
る

こ
と
で
味
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
、
減
塩
に
。

ス
ー
プ
の
塩
分
は
通
常
の
み
そ
ラ
ー
メ
ン
に

比
べ
、
半
分
に
な
り
ま
し
た
。

●
庄
原
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

（
平
成
27
年
９
月
末
）

人
傷
事
故

55件

（－11）

死
者

１人

（－１）

負
傷
者

78人

（－17）

物
損
事
故

529件

（－26）

　

は
前
年
同
期
比

（  ）

環
境
づ
く
り

チェック項目 ３点 ２点 １点 ０点

食
べ
る
頻
度

みそ汁、スープなど 1日２杯以上 １日１杯程度 週に２～３杯 あまり食べない
漬物、梅干など 1日２回以上 １日１回程度 週に２～３回 あまり食べない
ちくわ、かまぼこなどの練り製品 よく食べる 週に２～３回 あまり食べない
あじの開き、みりん干し、塩ざけなど よく食べる 週に２～３回 あまり食べない
ハムやソーセージ よく食べる 週に２～３回 あまり食べない
うどん、ラーメンなどの麺類 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回以下 食べない
せんべい、おかき、ポテトチップスなど よく食べる 週に２～３回 あまり食べない

しょうゆやソースなどをかける頻度は？ ほぼ毎食 毎日１回 時々 ほとんどかけない
うどん、ラーメンなどの汁を飲みますか？ 全て飲む 半分程度 少し ほとんど飲まない
昼食で外食やコンビニ弁当などを利用しますか？ ほぼ毎日 週３回程度 週１回程度 利用しない
夕食で外食やお惣菜などを利用しますか？ ほぼ毎日 週３回程度 週１回程度 利用しない
家庭の味付けは外食と比べていかがですか？ 濃い 同じ 薄い
食事の量は多いと思いますか？ 人より多め 普通 人より少なめ

合計点と評価／０～８点　食塩摂取量は比較的少なめ。引き続き減塩を。　／９～13点　食塩摂取量は平均的。もう少し減塩を。
／14～19点　食塩摂取量は多め。食生活の中で減塩の工夫が必要。　／20点以上　食塩摂取量はかなり多い。基本的な食生活の見直しを。
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●庄原イーストカープ

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　しょうばら菊友会
ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ 市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、情報政策課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父・母：おてんばで、か

わいい美優ちゃんが、

みんな大好きです。元

気で大きくなってね！

宮み
や
の野　

美み

ゆ優
ち
ゃ
ん
（
板
橋
町
）

Ｈ
24
年
９
月
11
日
生
ま
れ

父・母：元気いっぱいの
七緒ちゃん。たくさん
食べて大きくなってね。

木き
の
し
た下　

七な
な
お緒

ち
ゃ
ん
（
西
本
町
）

Ｈ
23
年
11
月
16
日
生
ま
れ

父・母：これからもたく
さん食べて元気に大き
くなってね。

高た
か
は
し橋　

結ゆ

め夢
ち
ゃ
ん
（
川
北
町
）

Ｈ
26
年
５
月
８
日
生
ま
れ

　東小学校児童で構成する少年野球チームです。今年で創部 41 年目を
迎えました。「チーム一丸　全力野球」をモットーに、平日、土曜と練
習、大会に臨み、大好きな野球を通して感謝する気持ち、仲間を思い
やる気持ち、最後まであきらめない気持ちなども育んでいます。
　今年は６月にあった高円宮賜杯（マクドナルドトーナメント）で県大
会出場を果たし、大きな喜びと自信をつかむことができました。
　現在、１年から６年まで 19 人が在籍しています。これからも子ども
たちに温かいご声援をお願いします。
連絡先：事務局  梶田紀文　☎ 090-6835-7658

市は市内で活動している市
民活動団体の登録制度をつ
くり広く公開しています。
市民活動の充実、まちづくり
の連携や協働を進めるため
情報をお届けします。

武さんは岡山県岡山市出身。41 歳。岡山
市内で飲食店を営んでいた。平成 25 年、
妻の実家のりんご園を継ぐため高野町に
Ｉターン。耕地面積は２ヘクタール。妻
の両親と子ども２人を合わせ６人暮らし。

　小学生に総合教育、生涯学習の一環として菊作りを指導し、
命の大切さを子どもたちとお互いに学び合っています。また、毎月１回、
会員がお互いに意見を出し合う研修講座を開き、しょうばら菊花展な
どへ出展しています。
●しょうばら菊花展　11 月１日㈰～ 14 日㈯
　かんぽの郷庄原特設会場

【問い合わせ】 事務局　☎0824-72-3840

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治まちづくり係（☎ 0824-73-1209）まで。

活 動
内 容

子どもを対象にした菊作りの指導など

犬
いぬかい

飼 武
たけし

さん・正
ま さ こ

子さん（高野町）
り
ん
ご
の
木
と　
　
　
　

　
　

話
が
で
き
る
よ
う
に

飲
食
業
か
ら
り
ん
ご
農
家
へ

　

岡
山
市
で
飲
食
店
を
営
ん
で
い
た
犬
飼
武

さ
ん
。
高
野
町
の
り
ん
ご
農
家
出
身
で
岡
山

で
就
職
し
て
い
た
正
子
さ
ん
と
結
婚
し
、
２
人

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
武
さ

ん
は
夜
の
営
業
、
正
子
さ
ん
は
日
勤
で
、
家

族
で
同
じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
正
子
さ
ん
の
父
母

が
高
齢
に
な
り
、
り
ん
ご
園
を
や
め
る
話
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
飲
食
店
移

転
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
り
、
正
子
さ
ん
の
実

家
で
り
ん
ご
園
を
継
ぐ
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

ま
だ
伸
び
る
広
島
産
り
ん
ご

　
「
最
初
に
高
野
町
に
来
た
時
は
、
雪
の
多

さ
と
自
然
の
豊
か
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
完
熟

の
り
ん
ご
を
初
め
て
食
べ
、
こ
れ
ま
で
ス
ー

パ
ー
で
買
っ
て
食
べ
て
い
た
も
の
と
違
い
、

こ
ん
な
に
味
が
あ
っ
て
お
い
し
い
も
の
な
の

か
と
思
い
ま
し
た
。
完
熟
り
ん
ご
を
友
人
に

贈
る
と
非
常
に
喜
ば
れ
ま
す
」

　

そ
ん
な
お
い
し
い
り
ん
ご
を
作
り
た
い
と

武
さ
ん
は
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
本
を

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

機械と人の手で選果し、箱詰めして送る。

自慢のシナノスイート１級品。大きい！

vol.５

読
ん
で
実
践
し
て
も
そ
の
と
お
り
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
土
地
や
気
候
、
園
地
ご
と
に
適
し

た
や
り
方
が
あ
り
、
義
父
が
長
年
や
っ
て
き

た
と
お
り
、
ま
る
で
り
ん
ご
の
木
と
話
を
す

る
よ
う
に
、
常
に
園
地
を
見
回
り
、
木
が
ど

う
し
て
ほ
し
い
の
か
研
究
し
ま
す
。」

　

現
在
の
主
力
は
贈
答
用
リ
ン
ゴ
。
贈
答
用

に
な
ら
な
い
も
の
は
加
工
品
用
な
ど
と
し
て

販
売
し
、
で
き
る
だ
け
ロ
ス
を
少
な
く
し
て

い
ま
す
。

　
「
結
婚
す
る
ま
で
、広
島
で
り
ん
ご
を
作
っ

て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
ま
だ
販
路
は
拡
大
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
高
野
に
引
っ
越
し
て
き
た
年
に

植
え
た
リ
ン
ゴ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
10
年
経

て
ば
満
足
の
い
く
収
量
が
採
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
頃
に
は
、
若
い
人
や
こ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
人
に
、
自
分
の
り
ん
ご
を
知
っ

て
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
夢
を
語
り
ま
す
。
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市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
は
9

月
19
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
庄
原
市
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
面
接
会
は
、庄
原
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
を
広
く
募
り
、直

接
面
接
に
よ
る
就
労
支
援
と
企
業

の
人
材
確
保
を
目
的
に
、毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
11
人

の
内
定
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、市
内
の
建
設
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
、医
療
機
関
、社
会
福

祉
法
人
な
ど
、過
去
最
多
の
36
社
・

団
体
が
参
加
し
、求
職
者
も
幅
広

く
学
生
か
ら
60
歳
代
ま
で
52
人
が

来
場
し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は「
Ｕ
タ
ー
ン
を

考
え
て
お
り
、た
く
さ
ん
の
庄
原

の
企
業
の
説
明
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。面

接
会
終
了
後
、早
速「
採
用
内
定
を

出
し
た
い
」と
い
う
企
業
も
あ
り
、

求
職
者
と
参
加
企
業
に
と
っ
て
意

義
あ
る
面
接
会
と
な
り
ま
し
た
。

就職希望者と求人企業とをマッチング
庄原市合同就職面接会

商工
観光課

１階フロアに大型テレビ
備北地区危険物安全協会が寄贈

危機
管理課

　

10
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
、備

北
地
区
危
険
物
安
全
協
会
設
立
50

周
年
記
念
式
典
で
、協
会
設
立
50

周
年
の
記
念
品
と
し
て
、庄
原
市
に

60
型
の
大
型
テ
レ
ビ
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

備
北
地
区
危
険
物
安
全
協
会

は
、庄
原
市
と
三
次
市
内
の
危
険
物

を
取
り
扱
う
１
６
７
事
業
所
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、災
害
予
防

思
想
の
普
及
啓
発
を
は
じ
め
、危
険

物
施
設
の
保
守
管
理
な
ど
を
積
極

的
に
推
進
し
、地
域
社
会
の
安
全
確

保
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

有
田
雅
俊
会
長
は
「
お
か
げ
さ

ま
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、こ
れ
を
記
念
し
て
寄
贈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
民
の
皆

さ
ん
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
せ
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

会場の様子
板橋小５年による公開授業の様子

体操を学ぶ出席者

左から、前谷さん、藤本さん、和田
さん ９月24日の懇談の様子

市役所１階のフロアに設置されたテレビの前
で、あいさつする有田会長

藤澤さん（右から二人目）から、受け入
れの手順などを学ぶ参加者

　

木
山
耕
三
市
長
が
10
月
６
日
か

ら
16
日
に
か
け
て
、市
内
の
百
歳
以

上
の
長
寿
者
を
訪
問
し
、敬
老
祝
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、本

年
度
中
に
満
百
歳
を
迎
え
る
方（
基

準
日
：９
月
15
日
の
「
老
人
の
日
」）

に
贈
ら
れ
る
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

の
お
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
敬
老
祝
金
贈
呈
対
象

者
（
大
正
５
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）は
64
人
（
男
性
８
人
・

女
性
56
人
）、市
内
最
高
齢
者
は
女

性
が
満
１
０
５
歳
の
方
、男
性
が
満

１
０
１
歳
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
期
待
す
る
こ
と
」と
題
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
す
る
社
会
の
中
で
今
行
う
べ
き
こ
と
、今

後
の
具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、分
か
り
や

す
く
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
和
太
鼓
の
演
奏
、英
語
ス
ピ
ー

チ
に
感
動
し
た
。公
開
授
業
で
の
子
ど
も
た
ち

の
英
語
の
発
音
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

市長が長寿者を表敬訪問
100 歳以上に敬老祝金を贈呈

高齢者
福祉課

生後10カ月の玄孫、成喜くんとお祝い
状を受け取る、太谷行雄さん（東城町）

地域活性化の鍵となる民泊を学ぶ
民泊セミナー開催

　

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協

議
会
は
９
月
18
日
・
19
日
、市
内
４

会
場
で
民
泊
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

延
べ
92
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、体
験
型
教

育
旅
行
の
第
一
人
者
の
藤
澤
安
良

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、18
日
は
庄
原

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー・
比
和
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で「
民
泊
と
は
何
か
」

や「
民
泊
が
も
た
ら
す
地
域
活
性
化

の
効
果
」な
ど
に
つ
い
て
学
び
、19
日

は
高
野
・
東
城
地
域
の
一
般
家
庭
で

実
践
的
な
受
入
研
修
を
行
い
、受
け

入
れ
の
手
順
や
子
ど
も
と
の
接
し

方
、注
意
点
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
者
は「
と
て
も
良
い
取
り
組

み
。早
く
受
け
入
れ
た
い
」「
子
ど
も

と
の
接
し
方
な
ど
、実
際
の
受
け
入

れ
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、協
議
会
事
務

局（
庄
原
市
観
光
協
会
☎
０
８
２
４

‐
75
‐
０
１
７
３
）に
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

商工
観光課

乳用牛の県代表に本市から３頭
第14 回全日本ホルスタイン共進会出品者が市長表敬訪問

　
「
庄
原
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
２
級
指
導
士
養
成
講
習
会
」が

10
月
7
日
、西
城
市
民
病
院
で
始

ま
り
、初
日
の
開
講
式
に
第
１
期
生

19
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
で
は
、解
剖
運
動
学

や
体
操
実
技
な
ど
全
８
日
間
40
時

間
に
わ
た
る
講
習
の
全
過
程
を
終

了
す
れ
ば
、シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
２
級
指
導
士
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
す
。出
席
者
は
開
会
行
事
終
了

後
、早
速
郷
力
和
明
医
師
の
講
義
や

理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
実
技
な

ど
を
教
わ
り
、真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
は
、平
成
29
年
度
末
ま
で
に
指

導
士
を
１
６
０
人
養
成
し
、指
導
士

を
中
心
に
住
民
が
自
ら
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
、住
民
同
士
が
教
え

教
わ
り
な
が
ら
、継
続
し
て
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
1
期
生
は
11
月
末
に
講
習
会

を
修
了
し
た
の
ち
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
地
域
の
高
齢
者
へ
体
操
を
指
導

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

第
14
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
10
月
23
日
～
26
日
に
北

海
道
勇
払
郡
安
平
町
で
開
催
さ

れ
、広
島
県
内
５
頭
の
代
表
牛
の

う
ち
、本
市
か
ら
３
頭
が
代
表
牛

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

出
品
し
た
の
は
一
木
町
の
前
谷

隆
博
さ
ん
、大
久
保
町
の
藤
本
雄

紀
さ
ん
、東
城
町
の
和
田
慎
吾
さ

ん
の
３
人
。出
品
者
は
10
月
8
日
、

木
山
耕
三
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

は
、全
国
か
ら
優
れ
た
乳
用
牛
を

一
堂
に
集
め
、改
良
の
成
果
と
水

準
を
広
く
示
す
こ
と
で
、改
良
増

殖
の
推
進
と
堅
実
な
酪
農
業
の
伸

展
を
目
的
と
し
て
、５
年
お
き
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
県
内
有
数
の
主
要
酪
農

地
帯
で
、飼
養
戸
数
・
頭
数
は
県

内
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、安
定
し
た
酪
農
経
営
の

展
開
を
図
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
支
援
し
、酪
農
振
興
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
市
長
と
市
民

が
直
接
対
話
す
る
機

会
と
し
て
、平
成
26

年
度
か
ら
市
長
懇
談

会「
庄
原
い
ち
ば
ん
談

議
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
は
、市

内
の
各
種

団
体
を
対

象
に
５
月

か
ら
実
施
団
体
を
公
募
し
、応
募
が

あ
っ
た
3
団
体
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
、今
後
の
市
政
運
営
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

地域単位で介護予防を目指す
庄原市シルバーリハビリ体操２級指導士養成講習会開始

高齢者
福祉課

農業
振興課

　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
９
月
26
日
、市

民
会
館
で
開
催
し
、約
７
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、美
古
登
小
４
～
６
年

児
童
に
よ
る「
美
古
登
ば
や
し
」の
太
鼓
演
奏
、

中
間
健
次
郎
さ
ん（
高
野
中
３
年
）に
よ
る「
英

語
ス
ピ
ー
チ
」が
行
わ
れ
、地
域
の
伝
統
文
化

を
受
け
継
ぐ
姿
、日
本
語
の
大
切
さ
に
つ
い
て

英
語
で
思
い
を
伝
え
る
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

開
会
後
に
は
、板
橋
小
５
年
を
対
象
に
外

国
語
活
動
の
公
開
授
業
を
ス
テ
ー
ジ
で
行
い
、

日
頃
授
業
で
行
っ
て
い
る
英
語
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

様
子
を
披
露
し
ま
し
た
。続
い
て
、

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教

科
調
査
官
直
山
木
綿
子
さ
ん
の
講

演
で
は
、「
庄
原
市
の
外
国
語
教
育

本市教育の今を披露し、今後の教育を考える
庄原市教育フォーラム開催

教育
指導課

団体名・開催日 懇談の概要

広島県建設労働組合
第12 地域連合庄原
9 月24 日

テーマ「地域産業の活性化、商工業」
　公契約条例、住宅リフォーム補助制度、空
家バンクについて

庄原市社会福祉
協議会
10 月８日

テーマ「暮らしの安心・安全、福祉」　
　庄原市における地域包括ケアシステムの
推進、新しい総合事業に向けた取り組み、生
活支援コーディネーターの設置等について

東城町商工会
青年部
10 月20 日

テーマ「地域産業の活性化、商工業」　
　持続可能な商工業の振興、人口減少問題か
ら見る商工業の将来、新産業の創出について

やっぱり庄原がいちばんと思えるまちづくりのために
市長懇談会「庄原いちばん談議」開催

情報
政策課
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歓声が山間にこだまする

庄原の秋・花と緑の魅力満載！ 笑いで来場者を魅了！健康寿命を延ばそう

金藤さんの実演で大いに刺激

白鞘を作り続けて半世紀

東城の秋を丸ごと満喫安全運転を沿道で呼びかけ
　比和やまびこ祭・10/4

　庄原さとやまガーデンフェスティバル2015・10/3.4 　総領おいでん祭・10/4　口和健康福祉祭わいわいフェスタ・10/18

　水夢フェスティバル・10/18

　鞘師の永宗さんが「森の名手・名人」に認定

　第 33 回ふれあい東城まつり・10/17.18　セーフティー・アーチ in 高野・9/25

第 23 回比和やまびこ祭が比和総合運動公園で開催さ
れ、好天の下、多くの来場者でにぎわいました。

子どもたちが多く活躍するロードレースや、比和小児
童による合唱や鼓笛演奏の披露、比和中生徒による比和
牛供養田植や、元トライアル全日本チャンピオンの成田
匠さんによるトライアルデモンストレーションなど、多
くのステージイベントが行われました。また、尾形大作
さんのステージでは多くのファンが詰め掛け、名曲に聞
き入っていました。

来場者は「まち全体で盛り上げているのが伝わってく
る祭。この先も続いていってほしい」と話していました。

「第11回口和健康福祉祭わいわいフェスタ」が口和自
治振興センターで開催され、約９００人が来場しました。
「つなげよう、あなたの笑顔を、みんなにも」をテーマ

に、メーンステージではダンス、子ども神楽やフラダンス
などが披露。会場では健康グッズを体験するコーナーや
展示、飲食ブースが設けられ、来場者は思い思いの場所へ
移動しながら、イベントを楽しみました。

また、公立みつぎ総合病院の近藤健二医師によるシル
バーリハビリ体操も行われ、体験者は「いつまでも元気
に暮らしていきたいですから」と真剣に取り組んでいま
した。

西城温水プール水夢で、第12 回水夢フェスティバルが
開催され、子どもから大人まで日ごろの泳ぎの成果を競
いました。

今回は、ゲストに山内町出身で女子平泳ぎ200m 日本
記録保持者の金藤理絵さんが招かれました。金藤さんも
100ｍ平泳ぎに出場し、レース前にはウォーミングアップ
を実演付きで解説。プールサイドではその動きを真似る
参加者の姿が多く見られ、大いに刺激を受けていました。

金藤さんは「自分の課題をもって練習し、指導者の方
にしっかり相談して取り組んでほしい」と参加者にエー
ルを送っていました。

中本町在住の「鞘
さ や し

師」永宗清三さんが、公益社団法人国
土緑化推進機構が行う、平成27年度「森の名手・名人」とし
て認定されました。鞘師とは、刀を保存する白

し ら さ や

鞘を作る職
人で、自然乾燥させた「ホオノキ」から、刀の形に合わせ
一本一本丁寧に削りながら作製します。

永宗さんは、昭和40 年頃から白鞘作りを始め、以後50
年にわたり多くの作品を完成させ、刀剣展示会などでも
数々の賞を受賞しています。こうした長年の取り組みが
評価され、木材を利用した加工部門で認定を受けました。

永宗さんは「今後も白鞘の作製に励みたい」と喜んで
いました。

「集い」「味わい」「笑い合い」をテーマに、第 33 回ふ
れあい東城まつりが東城小学校グラウンドをメーン会場
に開催され、約 5,000 人の来場者でにぎわいました。

南 一誠、クリスタルキング ムッシュ吉﨑ライブステー
ジをはじめ、自治振興区対抗丸太切り競争や、ちびっこ
相撲、比婆荒神神楽子ども神楽塾の舞いなどのほか、秋
の味覚を存分に味わえる「出店ひろば」が開かれました。
東城支所では健康チェックや歯科相談ができる「健康ひ
ろば」、生け花や染物を展示した「展示ひろば」も開設。
前日には、東城文化ホールで「ふれあいステージ」が開
催され、芸能・文化など地域の方や団体が出演しました。

「庄原さとやまガーデンフェスティバル2015」が、国営
備北丘陵公園をメーン会場に開催され、延べ約14,000 人
が来場しました。

世界的トップガーデナー石原和幸さんによるイベン
トやオープンガーデンを巡るツアーのほか、「ガーデン
ショー」、「いっぴんまるしぇ」、「リフレガーデン」といった
心躍るさまざまなブースが展開されました。

庄原観光いちばん協議会花と緑のまちづくり部会の
斉木義伸部会長は「例年とは違った雰囲気でとても良く
なった。来年度もこのイメージを大切に、花と緑のまち・
庄原のＰＲにつながる催しにしたい」と話していました。

総領支所裏芝生広場で「総領おいでん祭」が開催され、
市内外から来た家族連れなど、約 3,000 人の来場者で
にぎわいました。

ステージでは、午前は地域の方々によるバンド演奏や
子ども神楽・炭坑節体操などが披露されました。

午後からは、総領町出身の歌手やまさきあやライブ
ショーや、南一誠歌謡ショー、ザ・ぼんちの漫才のほか
吉本芸人が多数出演し、笑いで会場を盛り上げました。

バザーコーナーでは、地域団体による出店や町内特産
品の販売があり、来場者は里山の秋の味覚を満喫してい
ました。

庄原地区交通安全協会主催の「セーフティー・アーチin
高野」が高野小学校で開催され、約240人が参加しました。

開会あいさつ後、この春高野小・中学校で募集した交
通安全標語の中から優秀作品の児童・生徒７人に感謝状
が授与されました。また、交通事故防止を願って警察音楽
隊によるカラーガード演技やドリル演奏、高野小学校児
童と老人クラブ連合会代表による交通安全宣言が行わ
れ、参加者全員で交通安全を誓いました。

終了後は、会場近くの県道で「安全運転をお願いしま
す」と声をかけながらドライバーに啓発グッズを配布し、
交通事故防止を呼びかけました。

▲比和中生徒による比和牛供養田植

▲ショーガーデンを眺める来場者 ▲にぎわう会場▲備神太鼓の演奏

▲金藤さんの泳ぎに釘付けの参加者

▲木山市長から認定証を手渡される永宗さん（右）

▲自治振興区対抗の丸太切り競走▲ドリル演奏を行う広島県警察音楽隊

№３

№６

№７ №４

№５

№８

№２ №１



お知らせInformation

催
し
・
講
座

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 11月19日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 12月10日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 11月17日㈫・12月１日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 12月10日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 12月３日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 12月３日㈭13時30分～16時 口和自治振興センター

高野 12月８日㈫13時～15時 高野支所

比和 12月３日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 12月９日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 11月19日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 11月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 12月８日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

比和 12月３日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活室
☎0824-85-3001

総領 12月９日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 12月８日㈫13時～16時 西城自治振興センター 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　東城 11月24日㈫13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 12月14日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 12月１日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

身体障害者舗
装 具 判 定 会【肢体】11月19日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 12月２日㈬13時～15時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 11月16日㈪・12月７日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

パパママひろば
（妊婦教室） 11月25日㈬13時30分～15時 東城こどもの館 母子健康手帳

参加費１００円
申し込み必要

離乳食教室 11月17日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳・三角巾
エプロン・筆記用具

育児相談 12月14日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
城
人
権
啓
発
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

11
月
14
日
㈯

13
時
20
分
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
東
城
文
化
ホ
ー
ル

講
師

姜ジ
ャ
ン　

暁
シ
ョ
ウ
イ
ェ
ン

艶
さ
ん
（
二
胡
奏
者
）

テ
ー
マ「
平
和
へ
の
願
い
コ
ン
サ
ー

ト　

君
と
一
緒
に
歩
む
未
来
へ
」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

医
学
博
士
で
あ
り
二
胡
奏
者
の

姜
暁
艶
さ
ん
は
、
中
国
大
連
市
生

ま
れ
。
１
９
９
７
年
に
来
日
し
、

現
在
、
作
曲
、
歌
手
、
舞
台
監
督

な
ど
と
し
て
、「
い
の
ち
の
尊
さ
・

平
和
へ
の
願
い
」、「
慈
し
み
の
心
・

世
界
へ
響
け
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
出

演
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

　

平
山
郁
夫
画
伯
の
原
爆
の
絵

「
広
島
生
変
図
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
宇
崎
竜
童
氏
作
曲
「
ボ
レ
ロ　

ヒ
ロ
シ
マ
」な
ど
の
演
奏
を
通
じ
、

平
和
へ
の
願
い
を
世
界
に
発
信
し

続
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

い
の
ち
輝
く
比
和
人
権
講
演
会

と
き　

11
月
20
日
㈮

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師　

若
木　

志
帆
さ
ん（
女
優
）

内
容

一
人
芝
居
「
母
さ
ん　

笑
っ
て
」

　

関
西
芸
術
座
の
女
優
・
小
林
泉

さ
ん
が
、
20
年
以
上
に
渡
り
全
国

各
地
で
公
演
し
て
き
た
人
権
一
人

芝
居
「
母
さ
ん　

笑
っ
て
」
を
、

２
０
１
４
年
に
若
木
志
帆
さ
ん
が

継
承
。
次
世
代
に
向
け
て
偏
見
や

差
別
の
撲
滅
を
訴
え
て
、
活
躍
中

で
す
。
差
別
問
題
に
直
面
し
た
人

間
の
心
の
内
面
を
え
ぐ
っ
た
作
品

で
す
。

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

庄
原
市
人
権
講
演
会

と
き　

12
月
10
日
㈭

19
時
～
20
時
30
分　

※
18
時
30
分

か
ら「
人
権
作
品
表
彰
式
」も
開
催
。

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

講
師　

宇
梶　

剛
士
さ
ん（
俳
優
）

演
題

「
転
ん
だ
ら
、
ど
う
起
き
る
？
」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

宇
梶
剛
士
さ
ん
は
、
高
校
球
児

と
し
て
甲
子
園
を
目
指
す
も
の
の

途
中
で
挫
折
し
、
構
成
員
２
千
人

の
巨
大
暴
走
族
の
総
長
に
。
荒
れ

た
日
々
の
末
、
収
監
さ
れ
た
少
年

院
で
読
ん
だ
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
自

伝
に
感
動
し
役
者
を
志
す
に
至

り
、
現
在
は
映
画
や
舞
台
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

県
立
広
島
大
学　
　
　
　
　

　
　
　
　
「
学
術
講
演
会
」

　

今
日
の
日
本
で
は
、
庄
原
市
の

よ
う
な
中
山
間
地
域
の
高
齢
化
・

過
疎
化
が
加
速
し
、
里
山
が
消
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
継
承
者
の

い
な
い
里
山
の
未
来
は
消
滅
し
か

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
地
域
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が

“
里
山
は
見
え
な
い
資
本
だ
”
と

い
う
里
山
資
本
主
義
の
視
点
か

ら
、
里
山
の
活
用
と
庄
原
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日
㈮

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
師　

藻
谷　

浩
介
さ
ん

演
題　
「
さ
と
や
ま
資
本
主
義
か

ら
見
た
庄
原
の
未
来
」

申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
７
０
４

メ
ー
ル 

g
a

k
u

ju
tu

@
p

u
-

hiroshim
a.ac.jp

第
64
回
庄
原
市　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
式
駅
伝

　

伝
統
の
「
庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅

伝
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

も
、
師
走
の
庄
原
市
を
多
く
の
ラ

ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
１

本
の
「
た
す
き
」
を
つ
な
い
で
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
走
路
と
な
る
道
路
を

一
部
交
通
規
制
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー

が
安
全
に
走
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

12
月
６
日
㈰

ス
タ
ー
ト

●
女
子
の
部
（
中
学
校
、
一
般
）

10
時
30
分

●
男
子
の
部
（
中
学
校
、
高
校
、

職
域
、
一
般
）
10
時
40
分

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

上
野
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
体
育
協
会

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
６
８
８
０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
６

広
島
県
退
職
校
長
会　
　
　

庄
原
支
部　

第
13
回
作
品
展

　

書
・
絵
画
・
陶
芸
・
工
芸
・
手

芸
・
写
真
・
盆
栽
な
ど
を
展
示
。

と
き　

11
月
21
日
㈯
～
23
日
㈪

10
時
～
17
時

※
23
日
は
13
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支
部
長

和
田
匡
弘

☎
０
８
４
７
７
‐
４
‐
０
５
５
０
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お知らせInformation

募　
　

集

そ  

の  

他

奨学金制度説明会
　
市教育委員会は、学習に意欲がありながら経済的な
理由などにより修学が困難な生徒や学生に対して、
奨学金制度を設け修学の支援を行っています。この
制度の説明会を次のとおり開催しますので、平成28
年度での利用を検討している方はご参加ください。
（どの会場でも参加できます。予約などは不要です。）
地域 とき ところ
比和地域 12月1日㈫19時～ 比和支所１階会議室
西城地域 12月1日㈫19時～ 西城支所２階大会議室
高野地域 12月2日㈬19時～ 高野支所１階会議室
東城地域 12月3日㈭19時～ 東城支所２階庁議室

口和地域 12月3日㈭19時～ 口和支所
１階オープンスペース

総領地域 12月8日㈫19時～ 総領支所
２階第１会議室

庄原地域 12月11日㈮19時
～

庄原市役所
３階防災対策室

●問い合わせ
教育総務課総務係　☎０８２４‐７３‐１１８２
または各支所教育室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
次
音
楽
家
協
会
事
務
局

☎
０
８
０
‐
８
２
４
３
‐
１
５
４
０

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
募
集

　

庄
原
市
体
験
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
平
成
28
年
３
月
発
行
予
定
）
に

掲
載
す
る
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
庄
原

市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
対
し
て
提

供
す
る
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
ゆ
っ
く

り
滞
在
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

年
間
を
通
し
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル（
平
成
28
年
４
月
～
翌
年
３
月
）

が
確
定
し
て
い
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
。（
例
：
ハ
ン
コ
作
り
体
験
、

そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に
対

応
で
き
る
個
人
、
企
業
、
団
体
な

ど
が
主
催
す
る
も
の
。　

申
し
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
郵
送
、
持
参
ま
た
は

メ
ー
ル
で
11
月
28
日
㈯
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.shobara-satoyam

a.jp/

）

ジ
ュ
ニ
ア
５
千
円

そ
の
他　

　
「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」
と
「
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
」
の
優
勝
チ
ー
ム

に
は
、
県
代
表
と
し
て
「
日
本
雪

合
戦
選
手
権
大
会
」（
３
月
５
日

～
６
日
・
長
野
県
）
の
出
場
権
と

派
遣
助
成
金
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
高
野
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

第
６
回
鍋
＆
漬
物
グ
ラ
ン
プ

リ
in
雪
合
戦　
　
　
　
　
　

出
店
者
・
出
品
者
募
集

　

県
北
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
広

島
県
雪
合
戦
大
会
」
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
お
い
し
い
鍋
と
漬
物

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
慢
の
鍋
料
理
、漬
物
を
出
店
、

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
７
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
特
設
会
場

応
募
資
格

○
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ　

雪
合
戦
を
盛

り
上
げ
る
鍋
料
理
を
出
店
で
き
る

グ
ル
ー
プ

○
漬
物
グ
ラ
ン
プ
リ　

庄
原
の
農

産
物
を
使
っ
た
漬
物
を
出
品
で
き

る
人
（
団
体
）

※
出
店
、
出
品
に
は
い
く
つ
か
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
事

庄
原
さ
く
ら
学
園
学
園
祭

　

第
36
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
笑
顔
と
出
会
う
学
園
祭
」
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

神
楽
・
太
鼓
・
ダ
ン
ス
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
喫
茶
・

各
種
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ　

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
８
８
４

広
島
県
雪
合
戦
大
会　
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

と
き　

２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

と
こ
ろ　

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

募
集
チ
ー
ム
数

○
一
般
の
部　

76
チ
ー
ム
（
全
国

大
会
を
目
指
す
Ｐ
リ
ー
グ
12
チ
ー

ム
・
雪
合
戦
を
楽
し
む
Ｆ
リ
ー
グ

64
チ
ー
ム
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

16
チ
ー
ム

（
選
手
は
女
性
の
み
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

12
チ
ー
ム

（
選
手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間

11
月
16
日
㈪
～
12
月
15
日
㈫

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）

一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス
１
万
２
千
円
、

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
用
紙
で
事
務
局
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
送
付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
す
。
定
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

そ
の
他　

投
票
総
数
の
多
い
順
に

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
等
賞
を

選
出
し
、
賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま

す
。
ま
た
、
協
賛
団
体
か
ら
の
特

別
賞
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
野
地
域
づ
く
り
未
来
塾
事
務
局

（
高
野
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

第
14
回
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー

ト
出
演
者
募
集

　

音
楽
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
や
音
楽
家
を
目
指
し
て
い
る
学

生
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
28
年
３
月
26
日
㈯

と
こ
ろ

三
次
市
民
ホ
ー
ル 

き
り
り

参
加
資
格　

　

音
楽
高
等
学
校
・
音
楽
大
学
に

在
籍
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
音
楽

を
学
ん
で
い
る
学
生
で
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
し
た
方
な
ど
。

参
加
費　

７
千
円

応
募
締
め
切
り

平
成
28
年
１
月
18
日
㈪

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２

メ
ー
ル　

kanko@
shobara.net

庄
原
観
光
再
発
見
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

参
加
資
格　

庄
原
市
在
住
の
方
、

庄
原
市
に
あ
る
観
光
事
業
所
の
従

業
員
の
方
で
、旅
行
後
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
入
で
き
る
方
。

と
き　

①
コ
ー
ス　

11
月
24
日
㈫

　
　
　

②
コ
ー
ス　

11
月
26
日
㈭

　
　
　

８
時
30
分
～
18
時（
予
定
）

行
程
（
庄
原
発
着
。
集
合
場
所
は

参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

①
コ
ー
ス　

上
帝
釈
峡
・
休
暇
村

帝
釈
峡
・
養
浩
荘
・
神
龍
湖
・
東

城
ま
ち
な
み
散
策
・
ひ
ば
道
後
山

高
原
荘
・
県
民
の
森
・
熊
野
神
社

②
コ
ー
ス　

道
の
駅
た
か
の
・
ア
ッ

プ
ル
ロ
ー
ド
・
口
和
郷
土
資
料
館
・

モ
ー
モ
ー
物
産
館
・
比
和
自
然
科

学
博
物
館
・
備
北
丘
陵
公
園
・
か

ん
ぽ
の
郷
庄
原

旅
行
代
金　

１
人
３
千
円

募
集
人
数　

25
人
程
度

※
添
乗
員
同
行
、
最
少
催
行
人
数

15
人
、
昼
食
弁
当
付
き

申
し
込
み
方
法

　

市
観
光
協
会
に
あ
る
専
用
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

実
施
日
の
４
日
前
ま
で
に
送
付
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２　

家
屋
の
取
り
壊
し
や
新
増
築
、

土
地
の
地
目
変
更
の
届
け
出

を
！

　

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の
1

月
1
日
現
在
に
、
固
定
資
産
（
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
、

災
害
な
ど
に
よ
っ
て
家
屋
が
滅
失

し
た
場
合
に
は
、「
家
屋
異
動
申

告
書
」
を
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り

の
支
所
市
民
生
活
室
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
様
式
は
税
務
課
ま
た

は
支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

取
り
壊
し
、
ま
た
は
滅
失
し
た

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、

土
地
に
適
用
さ
れ
て
い
る
『
住
宅

用
地
に
対
す
る
特
例
』
が
適
用
さ

れ
な
く
な
る
た
め
、
翌
年
度
か
ら

税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合

（
木
造
・
非
木
造
の
別
）
や
、
家

屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合（
例
・

住
宅
か
ら
店
舗
へ
、
店
舗
か
ら
倉

庫
へ
な
ど
）
も
、
あ
わ
せ
て
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
利
用
状
況
が
変

化
し
、
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合
も

同
様
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
航
空
写
真
に
よ

る
状
況
の
確
認
も
行
っ
て
い
ま

す
。
課
税
内
容
に
つ
い
て
不
明
な

点
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

ド
ン
グ
リ
収
集
の
お
願
い

　

庄
原
商
工
会
議
所
で
は
、
ド
ン

グ
リ
を
混
ぜ
た
餌
で
育
て
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
豚
「
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ
コ

ロ
豚
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
生
産
体
制
を
確
立
す

る
た
め
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
量
の

ド
ン
グ
リ
が
必
要
で
す
。
事
業
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ド
ン

グ
リ
集
め
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
（
団
体
・
個
人
）
を
探
し
て
い

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
込
み
先　
　
　

庄
原
商
工
会
議
所
（
平
日
９
時
～

17
時
）
※
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

１
０
０
円
で
購
入
。

受
け
付
け
期
間　
　
　

12
月
末
ま
で
、
ま
た
は
予
定
数
量

に
な
る
ま
で
。

注
意
点　

●
泥
は
多
少
付
い
て
い

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
●
雨
水

が
付
い
た
も
の
は
腐
る
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

露
な
ど
で
ぬ
れ
た
も
の
は
で
き
る

だ
け
ネ
ッ
ト
の
袋
に
入
れ
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
●
昨
年
落
ち
た
も

の
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
古

い
も
の
は
白
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

庄
原
商
工
会
議
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

自衛官募集（２次募集）　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生　男子 ２７歳未満 随時 11月23日㈪、24日㈫のいずれか

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集（特別職国家公務員）
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

高等工科学校生徒【推薦】 中卒（見込み含む）
17歳未満の男子

11月１日㈰～
12月４日㈮ 平成28年１月９日㈯～11日㈪

高等工科学校生徒【一般】 中卒（見込み含む）
18歳未満の男子

11月１日㈰～
平成28年１月８日㈮

1 次　平成 28 年 1 月 23 日㈯
2 次　平成 28 年 2 月 4 日㈭～ 7 日㈰

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、
三次地域事務所（☎０８２４－６２－０３５０）にお問い合わせください。 　
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ちょっぴり早いクリスマス
親子で遊ぼう1・2・3

ひまわり音楽教室、堂免
啓子先生と一緒に音楽に
あわせて楽しみましょう。

とき　12月 11日㈮
10時 30分～ 11時 30分 
受付 10時 15分～
ところ
庄原市ふれあいセンター
対象
未就園児とその保護者
託児なし・申し込み不要
※お茶などは各自でお持
ちください。
問い合わせ
生協ひろしま三次事務所 
田村
火曜～金曜　９時～ 15時
☎／ＦＡＸ
０８２４‐６４‐１４４１

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

11月14日㈯から１月11（月・祝）まで開催！！

国営備北
丘陵公園
だより 「ウインターイルミネーション２０１５」

県
大
会

　

広
島
県
民
体
育
大
会（
陸
上
）

（
10
月
4
日
／
庄
原
市
上
野
総
合

公
園
陸
上
競
技
場
）

小
学
生
の
部

●
男
子 

１
０
０
ｍ

第
４
位

石
原　

光
将
（
高
野
小
６
年
）

中
学
生
の
部

●
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
２
位　

庄
原
中
学
校

小
川　

龍
治
（
２
年
）

宇
山　

友
翔
（
３
年
）

橋
本　

眞
季
（
３
年
）

池
上
祐
太
郎
（
２
年
）

第
５
位　

庄
原
中
学
校

寺
迫　

由
留
（
２
年
）

五
刀　
　

要
（
２
年
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※期間中毎日開園（12/31、１/１、１/４は閉園）

開
催
期
間

11
月
14
日
㈯

～
平
成
28
年
１
月
11
日（
月
・
祝
）

※
期
間
中
毎
日
開
園
（
12
月
31

日
、
１
月
１
日
、
１
月
４
日
は

閉
園
）

※
11
月
16
日
、
11
月
24
日
・
11

月
30
日
、
12
月
以
降
の
月
曜
日

は
13
時
開
園

点
灯
時
間

17
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で　

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
花
火
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
、
影
絵
な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ウ
イ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「Sm

ile

（
笑

顔
）」
！

　

冬
の
夜
を
70
万
球
の
明
か
り

で
彩
り
、
美
し
い
光
の
景
色
を

作
り
だ
す
「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
５
」
が

11
月
14
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

樹
木
に
飾
り
つ
け
た
無
数
の

電
球
が
か
が
や
き
、
ま
る
で
星

が
降
っ
て
き
て
森
全
体
が
光
っ

て
い
る
よ
う
な
光
景
は
、
ほ
か

で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

こ
だ
け
の
も
の
で
、
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
週
末
を
中

心
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
催
し

物
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！　

佐
々
木　

瞬
（
３
年
）

小
川　

愛
斗
（
３
年
）

●
男
子
走
り
高
跳
び

第
２
位

小
川　

龍
冶
（
庄
原
中
２
年
）

第
６
位

寺
迫　

由
留
（
庄
原
中
２
年
）

●
男
子
砲
丸
投

第
１
位

橋
本　

眞
季
（
庄
原
中
３
年
）

第
５
位

石
田　

雄
大
（
東
城
中
２
年
）

●
女
子 

２
０
０
ｍ

第
１
位

山
口　

夏
鈴
（
庄
原
中
３
年
）

●
女
子 

4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位　

庄
原
中
学
校

永
井　

梨
那
（
３
年
）

山
口　

夏
鈴
（
３
年
）

畑
廣　

栞
奈
（
２
年
）

寺
脇　

美
羽
（
３
年
）

第
６
位　

庄
原
中
学
校

髙
木　

楓
奈
（
３
年
）

中
田　

桃
花
（
３
年
）

神
田
真
梨
子
（
３
年
）

永
井　

晴
奈
（
１
年
）

●
女
子
砲
丸
投

第
２
位

藤
元　
　

望
（
高
野
中
２
年
）

第
６
位

永
井　

晴
奈
（
庄
原
中
１
年
）

　

広
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
陸
上
）

（
９
月
26
～
27
日
／
広
島
市
）

●
女
子
１
０
０
ｍ　

第
５
位　

山
口　

夏
鈴
（
庄
原
中
３
年
）

●
女
子
８
０
０
ｍ　

第
４
位

谷
口　
　

優
（
東
城
中
２
年
）

●
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
６
位　

庄
原
中
学
校

永
井　

梨
那
（
３
年
）

山
口　

夏
鈴
（
３
年
）

畑
廣　

栞
奈
（
２
年
）

寺
脇　

美
羽
（
３
年
）

そ
の
他

　

備
後
地
区　
　
　
　
　
　
　
　

　

生
徒
児
童
発
明
く
ふ
う
展

●
自
由
作
品
部
門

庄
原
市
長
賞

岡
本　

紗
奈
（
東
城
小
３
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
賞

荒
木　

那
歩
（
板
橋
小
６
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

荒
木　

康
助
（
美
古
登
小
６
年
）

優
秀
賞

荒
木　

紗
和
（
板
橋
小
５
年
）

荒
木　
　

鈴
（
美
古
登
小
４
年
）

森
元
由
佳
理
（
峰
田
小
４
年
）

三
浦　

颯
真
（
峰
田
小
５
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

県
民
手
帳
は
、
２
色
印
刷
で
見

や
す
く
使
い
や
す
い
予
定
表
の
ほ

か
、官
公
庁
連
絡
先
や
統
計
資
料
、

生
活
情
報
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
大
変
便
利
で
す
。

　

市
役
所
本
庁
窓
口
や
各
支
所
で

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版　

６
３
０
円

デ
ス
ク
版　

１
２
０
０
円　

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
３

映
画
上
映
会
「
母
と
暮
せ
ば
」

の
お
知
ら
せ

　

終
戦
70
年
―
。
山
田
洋
次
監
督

が
作
家
・
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
に
捧

げ
て
、
長
崎
を
舞
台
に
描
く
『
母

と
暮
せ
ば
』、
つ
い
に
映
画
化
。

　

１
９
４
８
年
８
月
９
日
。
長
崎

で
助
産
婦
を
し
て
暮
ら
す
伸
子
の

前
に
、
３
年
前
に
原
爆
で
亡
く
し

た
は
ず
の
息
子
・
浩
二
が
ひ
ょ
っ
こ

り
現
れ
る
。
そ
の
日
か
ら
、
浩
二
は

時
々
伸
子
の
前
に
現
れ
る
よ
う
に

な
る
。
二
人
の
時
間
は
奇
妙
だ
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
。
そ
の
幸
せ

は
永
遠
に
続
く
よ
う
に
み
え
た
―
。

　

母
親
・
伸
子
役
に
吉
永
小
百
合
、

息
子
・
浩
二
に
二
宮
和
也
、
浩
二

の
恋
人
・
町
子
役
に
黒
木
華
と
い

う
理
想
的
な
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で

山
田
洋
次
監
督
が
初
め
て
つ
く

る
、
や
さ
し
く
泣
け
る
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
作
品
。
12
月
12
日
全
国
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
の
作
品
を
、
こ
の
機
会

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
20
日
㈰
10
時
30
分

（
開
場
10
時) 

・
14
時
（
開
場
13

時
30
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料　

一
般
前
売
１
１
０
０
円

※
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限
り
友

の
会
会
員
の
方
は
10
％
割
引

（
当
日
大
人
１
８
０
０
円
、
大

学
生
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
１
０
０
円
、
60
歳
以
上

１
２
０
０
円
） 

全
席
自
由

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
民
会
館
、

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く

ら
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ
グ

庄
原
店
、
ウ
イ
ル
西
城
、
東
城
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー　
　

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

981
くはやいち

児童相談所
全国共通

連絡は匿名で行うことも可能です。 連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

※一部のIP電話からは
　つながりません。
※通話料がかかります。

お住まいの地域の児童相談所につながります。

虐待かもと思ったら

児童虐待防止推進月間です。は月11

配偶者や恋人等から暴力（ＤＶ）に悩んでいませんか。
相談してみることで、ひとりでは気づかなかった解決方法が見つかるかもしれません。

ひとりで悩まず、ご相談ください。お近くの相談窓口におつなぎします。

女性に対する暴力をなくす運動　11月12日～15日
「女性ホットライン」強化週間　　11月16日～22日

広報しょうばら／ 2015.11　32 33　2015.11 ／広報しょうばら
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　12月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで
http://kunchi-ichi.jp/information.html

12 月

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶家族で芸備線に乗り、備後落合駅まで行ってきまし
た。芸備線で西城方面へ行くのは初めてでしたので、
とても新鮮でした。子どもたちも楽しそうにしていて、
これはちょっとしたアトラクションだなと思いました。
子どもと行き先に悩んだら、芸備線に乗りましょう。
▶庄原市住民告知放送が始まりました。係でロー
テーションを組んで録音します。録音途中で噛んだ
り詰まったりして、何度も録り直しをしてしまいま
す。慣れない作業にてこずっていますが、聞き取りや
すい放送を目指して試行錯誤する毎日です。

11 ～ 12 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　（シルクスカーフを染めよう）
　と　き　11月16日㈪　①９時～12時
　　　　　　　　　　　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　定　員　①②各12人
○かずら教室
　①自然の恵みで作るリース　②ビー玉リース
　と　き　11月20日㈮　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　②13時～15時30分
　参加費　①1,300円　②1,700円
　定　員　①②各20人
▶展示・イベント
○「ちくちくはうす玉手箱　冬支度」作品展示会
　と　き　11月18日㈬～23日(月・祝)
○「やまのおみやげや」リース展示会
　と　き　11月26日㈭～30日㈪
○庄原青年会議所活動報告展示
　と　き　12月２日㈬～９日㈬

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
わら細工作品展（しめ飾りなど）
とき　12月８日㈫～10日㈭　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

11月15日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
22日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
23日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
29日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

12月 6日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年９月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育指導課 ☎ 0824-73-1184

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，７４２人（前年比－７０１人）　
男　　１７，８５１人（前年比－３５０人）　
女　　１９，８９１人（前年比－３５１人）　
世帯数　１５，８７４世帯（前年比－９４世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３３７人（前年比＋２２人）

と　き　11 月 24 日㈫ 12 時 15 分～ 55 分
　　　　※ 11 月 23 日㈪が祝日のため
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　小

お ば た よ し こ

畑佳子（ソプラノ）・橋
はしづめ

詰貴
た か こ

子（ピアノ）
演奏曲目　「アヴェ・マリア」「花は咲く」「別れの曲」ほか
▶小畑佳子…国立音楽大学卒業。数多くのオペラに
主要な役で出演する一方、広島・ドイツでリサイタ
ルを開催。第 20 回奏楽堂日本歌曲コンクール歌唱
部門第２位受賞など多くの賞を受賞。現在、エリザ
ベト音楽大学、広島文化学園大学講師ほか。
▶橋詰貴子…国立音楽大学器楽学科ピアノ専攻卒
業。多数の演奏会でソロ、アンサンブルの演奏活動
を実施。指導者として多数の受験生を音楽大学へ進
学に導き、中国ユースコンクールなど数多くのコン
クール受賞者を育成。見真学園広島音楽アカデミー
講師ほか。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

日本の「和牛改良の祖」といえる「岩倉六右衛門」は、比和
町比和の生家で和牛の改良を志し、「岩倉蔓

つる

」という名
めいづる

蔓を育て
上げました。
「岩倉六右衛門」は江戸時代末期から明治時代にかけて活躍

した人で、自由交配が普通の時代に、優秀な雌牛と優秀な雄牛
を交配して、さらに優秀な子牛を産ませるということを考え出し
ました。世界でも遺伝の研究が進んでいないこの時代に、近親
交配をすることによって優良な遺伝子を固定化することを考え
実行に移したのです。こうした考え方は現在に至るまでの和牛
改良事業に大きな影響を与えました。

江戸から明治にかけての和牛は、その大部分が中国地方で飼
われていて、「蔓

つるうし

牛」という表現も中国地方だけのものでした。
その後、牛肉の消費が多くなるにつれて和牛の飼育範囲が拡大
し、その素牛として比婆の牛は全国に広がっていったのです。

こうしたことから、比和町に存在する当館としては、いつかは
「岩倉六右衛門」のことを取り上げた特別展を企画したいと考え
ていました。　

昨年、市やＪＡ庄原など７団体が「あづま蔓振興会」を設立し、
「比婆牛ブランド」復活の取り組みが始まったことから、これを
きっかけとして「岩倉蔓」を基点に営々と続いてきた和牛改良
の歴史と、未来へつながる「比婆牛ブランド」復活までの取り
組みを紹介する特別展を開催しています。

名牛の頭骨や、純粋な日本和牛といわれる「見島牛」や現在
の和牛との背比べコーナー、人間と牛が同居していた家屋の模
型などもあり、親しみやすい展示になっていますので、ぜひご
観覧ください。

また、広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植え」のパネル
展示も同じ会場で行っています。このコーナーには掛田町の八
谷勇男さん製作の「比和牛供養田植え大型ジオラマ」も設置さ
れていて注目を集めています。

※蔓（つる）･･･ つる植物が、１本の株から次々と枝を伸ばし
広がっていく様に、１頭の優秀な牛の系統が子・孫へと繁栄し
ていく様子を表したものと思われる。

開催期間　11 月 15日㈰まで
入館料　大人３００円、中学生以下無料

豊かな「食」体験を考えよう！
　生涯にわたって健全な食生活を実践することができるよう、子
どもの頃から豊かな食体験を積み重ねることが大切です。子ども
たちは手間や時間をかけ愛情をかけられた食事をどのくらい体験
できているでしょうか。ご家庭でも子どもたちの豊かな体験にご
協力をお願いします。

１．「ひろしま食育の日」
　広島県では 10月 18日～ 24日を「ひ
ろしま給食ウィーク」とし、10 月 19
日を「ひろしま食育の日」に設定して
います。広島ならではの給食メニュー
を開発し、学校・家庭・地域が一体となっ
て食育を推進しています。今年の応募
は 1,826 作品あり、最優秀レシピ賞に「タコ」や「ちりめんじゃ
こ」「広島菜漬け」を使った混ぜご飯「まんさい！ひろしまご飯」
が選ばれ、市内の学校給食にも出されました。そのほかの受賞レ
シピも県教育委員会ホームページでご覧になれます。ぜひ、ご家
庭でも挑戦し、「広島の味」を体験してみてください。

　庄原市学校栄養士連絡協議会では「庄原いちばん弁当の日レシピ
集」を作成しました。市ホームページへ掲載していますのでご覧く
ださい。

学校での「食育」の取り組みをご紹介

「比婆牛の源流－あづま蔓の系譜」開催中
第72回特別展

岩倉蔓の特徴を持った牛（想像図）

ここから受賞メニューのレシピをチェック！！
「ひろしま給食１００万食プロジェクト」
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/
juten-h27kyusyoku100mansyoku.html

２．「弁当の日」
　本年度は「弁当の日」に取り組んでいます。時期や内容につい
ては学校の特色や地域の特産物などを生かした工夫をしていま
す。「遠足の日に、親子で一緒に！」「家庭科の授業で栄養バラン
スを自分で考えて！」など、年齢に応じた挑戦ができそうです。
将来は自分の力で作ることが求められます。幼いうちから「食」
に興味をもたせたいですね。この取り組みから、子どもたちに次
のような意識を育みたいと考えています。

栄養の
バランス

食材への
感謝

家族への
感謝

季節の
食材を知る

家族の
愛情

地域の
食材を知る

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

（株）フレスタ東城店
所　東城町川東 1119
☎　08477-3-0150
営　9：30 ～21：00
休　元日
㏋　http：//www.Fresta.co.jp

取り扱う市内産食材

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思っ
たのですか？
　フレスタは「ヘルシストスーパー」とし
て「食」を通じてお客さまへ健康を提供
しています。「健康的な食生活の実現」や
「旬と食文化への理解」「地域の活性化」
など、地域に根差した愛されるスーパー
マーケットを目指しているからです。

お店の推進店としてのこだわりは？
　旬の野菜や果物のほかに、農家自慢の
加工食品など幅広く品揃えしています。
皆さんへ一言
　毎朝、農家の方々が出荷された鮮度抜
群の旬の農産物を多数取り扱っておりま
す。フレスタ東城店にお越しの際は、どう
ぞご利用くださいませ。 ▲『地場野菜コーナー』

地場野菜

〒
727-8501　
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●青果部の石井　豊さんに聞きました
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フレスタ
遊YOUさろん東城

東城支所

東城IC

中国自動車道

314
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